
1 

 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て 

―
明
和
期
、
記
録
所
日
記
の
分
析
か
ら
― 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉

田

真

夫 

  

は
じ
め
に 

  

徳
山
藩
の
藩
政
機
関
の
一
つ
に
記
録
所
が
あ
る
。
記
録
所
と
は
、

『
徳
山
市
史
』
に
よ
れ
ば
、「
主
と
し
て
格
式
を
調
査
し
、
典
礼
・

儀
式
そ
の
他
の
公
文
の
往
復
を
掌
る
も
の
」
と
説
明
す
る
。
ま
さ

に
藩
の
文
書
管
理
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
こ
の
機
関
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
こ
こ
が
御
蔵
本
の
よ
う
な
藩
政
運
営
に
直
結
す

る
よ
う
な
機
関
と
は
異
な
る
役
割
を
担
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

理
由
の
究
明
は
と
も
か
く
、
看
過
し
て
よ
い
機
関
で
は
な
い
と
思

う
。
そ
こ
で
徳
山
藩
記
録
所
の
解
明
を
最
終
的
な
目
標
と
し
、
基

礎
的
な
作
業
を
積
み
重
ね
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。 

本
稿
は
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
記
録
所
の
日
々
の
業
務
を
記
し

た
日
記
に
着
目
す
る
。
そ
れ
は
当
館
所
蔵
徳
山
毛
利
家
文
庫
の
「
記

録
所
日
記
」
で
あ
る
。
現
在
、
九
七
六
点
を
閲
覧
・
利
用
に
供
し

て
い
る
。
も
っ
と
も
「
記
録
所
」
は
国
元
・
徳
山
だ
け
で
は
な
く
、

江
戸
に
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
述
の
九
七
六
点
は
、
徳
山
と
江

戸
双
方
の
日
記
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

記
録
所
日
記
に
着
目
す
る
と
い
っ
て
も
、
徳
山
と
江
戸
と
に
分

か
れ
、
そ
の
冊
数
も
膨
大
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
間
と
場
所
を

限
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
徳
山
の
記
録
所
に
お
け

る
明
和
期
の
日
記
を
使
っ
て
、
そ
の
具
体
的
活
動
を
探
っ
て
み
た

い
。
た
だ
し
、
藩
主
留
守
中
（
つ
ま
り
在
江
戸
中
）
の
記
述
は
簡

素
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
藩
主
在
邑
（
在
徳
山
）
中
に
限
っ
て
日

記
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
徳
山
の
記
録
所

に
つ
い
て
は
単
に
「
記
録
所
」
と
し
、
そ
こ
で
作
成
さ
れ
た
日
記

を
「
記
録
所
日
記
」
と
称
す
る
。 

（
１
） 

（
２
） 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）
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ら

二

八

日

ま

で
）
は
、
二
三
・

六
㎝×

一
六
・

九
㎝
で
、
他
の

簿

冊

も

概

ね

こ

の

サ

イ

ズ

で
あ
る
。
江
戸

で

作

成

さ

れ

た

も

の

よ

り

も

や

や

小

ぶ

り
で
あ
る
。
前

述

の

と

お

り

現
在
閲
覧
・
利

用

に

供

す

る

に
あ
た
り
、
年
代
順
に
請
求
番
号
を
付
し
た
こ
と
か
ら
、
国
元
と

江
戸
と
の
日
記
が
混
在
し
て
い
る
。
今
回
対
象
と
す
る
期
間
の
記

録
所
日
記
は
後
掲
【
表
】
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

二 

記
録
所
の
業
務 

 
 

 
 

（

一
）
文
書
の
作
成 

  

ま
ず
は
記
録
所
の
基
礎
的
業
務
を
抑
え
て
お
く
。 

 

記
録
所
は
「
公
文
の
往
復
を
掌
る
」
と
あ
っ
て
、
文
書
の
遣
り

取
り
（
作
成
も
含
め
て
）
を
行
う
業
務
を
担
っ
た
と
い
う
。
具
体

的
な
例
を
探
し
て
み
よ
う
。 

明
和
八
年
一
月
七
日
条
を
見
る
。
翌
八
日
、
藩
主
就
馴
が
大
成

寺
へ
仏
詣
で
に
出
駕
す
る
旨
が
知
ら
さ
れ
る
。
藩
主
の
仏
詣
で
に

あ
た
っ
て
は
、「
寺
詰
」
と
し
て
家
老
が
指
名
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

あ
り
、
こ
の
時
も
鳥
羽
玄
蕃
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
伝
達
は
「
手

紙
」
と
表
現
さ
れ
る
、
横
切
紙
に
て
当
職
か
両
人
役
名
で
出
さ
れ

る
簡
単
な
文
書
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
「
手
紙
」
の
実
際
の
作
成
者

は
記
録
所
日
記
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
例
え
ば
「
以
手
紙
申
達

候
事
」
と
日
記
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
記
録
所
が
「
手

紙
」
を
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
こ
の
時
、
鳥
羽
玄
蕃
は
病
気
の
た
め
寺
詰
が
で
き
な

い
と
断
り
を
申
し
出
る
と
そ
れ
が
許
さ
れ
、
粟
屋
蔵
主
が
代
役
を

命
じ
ら
れ
た
。
鳥
羽
へ
の
断
り
許
可
、
粟
屋
へ
の
代
役
下
命
は
い

ず
れ
も
「
手
紙
」
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
や
は
り
記
録
所

が
そ
れ
を
作
成
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
送
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ

記録所日記 361 明和 8 年 2 月 

（
６
） 

（
７
） 

（
８
） 
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一 

明
和
期
の
徳
山
藩
情
勢
と
記
録
所
日
記 

 
 

 

本
題
に
入
る
前
に
、
明
和
期
に
お
け
る
徳
山
藩
を
概
観
す
る
と

共
に
、
当
該
期
の
記
録
所
日
記
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。 

 

明
和
元
年
（
宝
暦
十
四
年
＝
一
七
六
四
年
が
六
月
に
改
元
）
は

徳
山
藩
主
の
代
替
わ
り
が
あ
っ
た
年
で
あ
る
。
同
年
二
月
二
十
二

日
、
六
代
藩
主
毛
利
広
寛
が
江
戸
に
お
い
て
三
二
歳
で
急
死
、
そ

の
後
を
弟
の
就
馴
が
継
い
だ
。
当
時
は
ま
だ
一
五
歳
で
専
之
助
と

称
し
て
い
た
。
一
方
、
実
父
で
五
代
藩
主
で
あ
っ
た
広
豊
は
健
在

で
、
下
松
の
別
邸
に
あ
っ
た
。 

 

さ
て
就
馴
は
、
明
和
三
年
四
月
二
十
二
日
に
暇
の
許
し
を
得
、

五
月
七
日
に
江
戸
を
出
立
、
六
月
二
日
に
初
入
国
を
果
た
す
。
こ

れ
を
含
め
、
明
和
期
に
限
る
と
、
①
明
和
三
年
六
月
二
日
か
ら
明

和
四
年
三
月
五
日
、
②
明
和
五
年
五
月
二
十
日
か
ら
明
和
六
年
三

月
朔
日
、
③
明
和
七
年
五
月
十
七
日
か
ら
明
和
八
年
二
月
二
十
八

日
（
日
に
ち
は
徳
山
到
着
日
お
よ
び
出
発
日
）
の
三
期
間
在
邑
し

て
い
た
（
次
は
明
和
九
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
安
永
二
年
閏
三
月

七
日
ま
で
な
の
で
、
本
稿
で
は
除
外
す
る
）
。 

 

こ
の
間
の
就
馴
周
辺
の
出
来
事
は
、
就
馴
に
よ
る
山
口
入
湯
（
明

和
五
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
十
一
月
朔
日
）
、
父
広
豊
が
茅
山
と
改

名
（
同
年
十
一
月
九
日
）
、
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
に
お
い
て

元
服
し
、
従
五
位
下
大
和
守
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
（
明
和
四
年
十

二
月
十
六
日
）
。
山
口
入
湯
は
と
も
か
く
、
就
馴
が
順
調
に
成
長
し

つ
つ
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
一
方
、
明
和
八
年
二
月
に
は
、
萩
藩

か
ら
藩
主
内
意
が
も
た
ら
さ
れ
、
就
馴
藩
政
の
課
題
も
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。 

 

次
に
、
今
回
対
象
と
し
て
い
る
記
録
所
日
記
の
記
述
方
法
に
つ

い
て
述
べ
て
お
く
。 

日
記
は
日
に
ち
ご
と
に
、
冒
頭
に
月
日
、
天
気
、
当
番
の
用
人

名
が
記
さ
れ
、
適
宜
そ
の
日
の
出
来
事
を
一
つ
書
に
よ
っ
て
記
述

さ
れ
る
。
一
ヶ
月
一
冊
を
基
本
に
、
二
ヶ
月
を
一
冊
に
ま
と
め
て

い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
江
戸
出
立
ま
た
は
国
元
参
着
に
伴
い

月
の
途
中
で
始
ま
る
も
の
や
途
中
で
終
わ
る
も
の
も
あ
る
（
そ
の

場
合
に
は
、
そ
の
翌
月
ま
た
は
前
月
と
同
一
冊
と
な
る
）
。
簿
冊
に

は
柿
渋
を
塗
っ
た
紙
で
作
ら
れ
た
表
紙
と
裏
表
紙
と
が
あ
り
、
表

紙
に
は
「
記
録
所
日
記
」
と
の
タ
イ
ト
ル
と
収
録
さ
れ
て
い
る
年

月
（
日
）
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
小
口
に
は
記
録
所
日
記
の
略
称
と

し
て
「
日
記
」
と
、
採
録
期
間
が
記
さ
れ
る
。 

 

一
冊
の
大
き
さ
は
、
例
え
ば
明
和
八
年
二
月
分
（
二
月
朔
日
か

（
３
） 

（
４
） 

（
５
） 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

二
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ら

二

八

日

ま

で
）
は
、
二
三
・

六
㎝×
一
六
・

九
㎝
で
、
他
の

簿

冊

も

概

ね

こ

の

サ

イ

ズ

で
あ
る
。
江
戸

で

作

成

さ

れ

た

も

の

よ

り

も

や

や

小

ぶ

り
で
あ
る
。
前

述

の

と

お

り

現
在
閲
覧
・
利

用

に

供

す

る

に
あ
た
り
、
年
代
順
に
請
求
番
号
を
付
し
た
こ
と
か
ら
、
国
元
と

江
戸
と
の
日
記
が
混
在
し
て
い
る
。
今
回
対
象
と
す
る
期
間
の
記

録
所
日
記
は
後
掲
【
表
】
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

二 

記
録
所
の
業
務 

 
 

 
 

（

一
）
文
書
の
作
成 

  

ま
ず
は
記
録
所
の
基
礎
的
業
務
を
抑
え
て
お
く
。 

 

記
録
所
は
「
公
文
の
往
復
を
掌
る
」
と
あ
っ
て
、
文
書
の
遣
り

取
り
（
作
成
も
含
め
て
）
を
行
う
業
務
を
担
っ
た
と
い
う
。
具
体

的
な
例
を
探
し
て
み
よ
う
。 

明
和
八
年
一
月
七
日
条
を
見
る
。
翌
八
日
、
藩
主
就
馴
が
大
成

寺
へ
仏
詣
で
に
出
駕
す
る
旨
が
知
ら
さ
れ
る
。
藩
主
の
仏
詣
で
に

あ
た
っ
て
は
、「
寺
詰
」
と
し
て
家
老
が
指
名
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

あ
り
、
こ
の
時
も
鳥
羽
玄
蕃
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
伝
達
は
「
手

紙
」
と
表
現
さ
れ
る
、
横
切
紙
に
て
当
職
か
両
人
役
名
で
出
さ
れ

る
簡
単
な
文
書
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
「
手
紙
」
の
実
際
の
作
成
者

は
記
録
所
日
記
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
例
え
ば
「
以
手
紙
申
達

候
事
」
と
日
記
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
記
録
所
が
「
手

紙
」
を
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
こ
の
時
、
鳥
羽
玄
蕃
は
病
気
の
た
め
寺
詰
が
で
き
な

い
と
断
り
を
申
し
出
る
と
そ
れ
が
許
さ
れ
、
粟
屋
蔵
主
が
代
役
を

命
じ
ら
れ
た
。
鳥
羽
へ
の
断
り
許
可
、
粟
屋
へ
の
代
役
下
命
は
い

ず
れ
も
「
手
紙
」
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
や
は
り
記
録
所

が
そ
れ
を
作
成
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
送
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ

記録所日記 361 明和 8 年 2 月 

（
６
） 

（
７
） 

（
８
） 

2 

 

 

一 

明
和
期
の
徳
山
藩
情
勢
と
記
録
所
日
記 

 
 

 

本
題
に
入
る
前
に
、
明
和
期
に
お
け
る
徳
山
藩
を
概
観
す
る
と

共
に
、
当
該
期
の
記
録
所
日
記
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。 

 

明
和
元
年
（
宝
暦
十
四
年
＝
一
七
六
四
年
が
六
月
に
改
元
）
は

徳
山
藩
主
の
代
替
わ
り
が
あ
っ
た
年
で
あ
る
。
同
年
二
月
二
十
二

日
、
六
代
藩
主
毛
利
広
寛
が
江
戸
に
お
い
て
三
二
歳
で
急
死
、
そ

の
後
を
弟
の
就
馴
が
継
い
だ
。
当
時
は
ま
だ
一
五
歳
で
専
之
助
と

称
し
て
い
た
。
一
方
、
実
父
で
五
代
藩
主
で
あ
っ
た
広
豊
は
健
在

で
、
下
松
の
別
邸
に
あ
っ
た
。 

 

さ
て
就
馴
は
、
明
和
三
年
四
月
二
十
二
日
に
暇
の
許
し
を
得
、

五
月
七
日
に
江
戸
を
出
立
、
六
月
二
日
に
初
入
国
を
果
た
す
。
こ

れ
を
含
め
、
明
和
期
に
限
る
と
、
①
明
和
三
年
六
月
二
日
か
ら
明

和
四
年
三
月
五
日
、
②
明
和
五
年
五
月
二
十
日
か
ら
明
和
六
年
三

月
朔
日
、
③
明
和
七
年
五
月
十
七
日
か
ら
明
和
八
年
二
月
二
十
八

日
（
日
に
ち
は
徳
山
到
着
日
お
よ
び
出
発
日
）
の
三
期
間
在
邑
し

て
い
た
（
次
は
明
和
九
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
安
永
二
年
閏
三
月

七
日
ま
で
な
の
で
、
本
稿
で
は
除
外
す
る
）
。 

 

こ
の
間
の
就
馴
周
辺
の
出
来
事
は
、
就
馴
に
よ
る
山
口
入
湯
（
明

和
五
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
十
一
月
朔
日
）
、
父
広
豊
が
茅
山
と
改

名
（
同
年
十
一
月
九
日
）
、
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
に
お
い
て

元
服
し
、
従
五
位
下
大
和
守
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
（
明
和
四
年
十

二
月
十
六
日
）
。
山
口
入
湯
は
と
も
か
く
、
就
馴
が
順
調
に
成
長
し

つ
つ
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
一
方
、
明
和
八
年
二
月
に
は
、
萩
藩

か
ら
藩
主
内
意
が
も
た
ら
さ
れ
、
就
馴
藩
政
の
課
題
も
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。 

 

次
に
、
今
回
対
象
と
し
て
い
る
記
録
所
日
記
の
記
述
方
法
に
つ

い
て
述
べ
て
お
く
。 

日
記
は
日
に
ち
ご
と
に
、
冒
頭
に
月
日
、
天
気
、
当
番
の
用
人

名
が
記
さ
れ
、
適
宜
そ
の
日
の
出
来
事
を
一
つ
書
に
よ
っ
て
記
述

さ
れ
る
。
一
ヶ
月
一
冊
を
基
本
に
、
二
ヶ
月
を
一
冊
に
ま
と
め
て

い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
江
戸
出
立
ま
た
は
国
元
参
着
に
伴
い

月
の
途
中
で
始
ま
る
も
の
や
途
中
で
終
わ
る
も
の
も
あ
る
（
そ
の

場
合
に
は
、
そ
の
翌
月
ま
た
は
前
月
と
同
一
冊
と
な
る
）
。
簿
冊
に

は
柿
渋
を
塗
っ
た
紙
で
作
ら
れ
た
表
紙
と
裏
表
紙
と
が
あ
り
、
表

紙
に
は
「
記
録
所
日
記
」
と
の
タ
イ
ト
ル
と
収
録
さ
れ
て
い
る
年

月
（
日
）
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
小
口
に
は
記
録
所
日
記
の
略
称
と

し
て
「
日
記
」
と
、
採
録
期
間
が
記
さ
れ
る
。 

 

一
冊
の
大
き
さ
は
、
例
え
ば
明
和
八
年
二
月
分
（
二
月
朔
日
か

（
３
） 

（
４
） 

（
５
） 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

三



5 

 

 
 

 
 

（
二
）
文
書
を
め
ぐ
る
当
役
方
と
記
録
所 

 

記
録
所
日
記
を
読
み
進
め
て
気
付
く
こ
と
は
、「
当
役
方
」
か
ら

の
指
示
や
依
頼
事
項
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
事
例

は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
文
書
を
め
ぐ
る
当
役
方
と
記
録

所
の
関
係
を
見
て
お
く
。
な
お
、
当
役
方
は
御
蔵
本
に
あ
っ
た
と

今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
例
え
ば
、
明
和
八
年

正
月
十
一
日
条
に
、
前
年
十
二
月
二
十
六
日
に
江
戸
を
発
出
し
た

注
進
状
類
が
到
着
し
、
注
進
状
や
奉
書
、
諸
藩
主
か
ら
の
書
状
類

な
ど
が
当
役
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、

「
大
殿
様
え
之
分
ハ
御
蔵
元
ゟ
」
下
松
へ
送
っ
た
、
と
あ
っ
て
、

御
蔵
本
に
当
役
方
が
あ
る
こ
と
の
証
左
と
な
る
だ
ろ
う
。 

さ
て
、
当
役
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
に
は
、
前
述
の
よ
う

に
外
部
か
ら
の
書
状
類
や
江
戸
な
ど
か
ら
の
報
告
書
と
い
っ
た
文

書
が
あ
っ
た
。
飛
脚
便
や
船
便
な
ど
で
徳
山
に
届
け
ら
れ
た
そ
う

し
た
文
書
は
、
は
じ
め
に
御
蔵
本
へ
届
け
ら
れ
る
ル
ー
ル
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
御
蔵
本
の
当
役
方
か
ら
必
要
な
文

書
類
が
記
録
所
に
送
ら
れ
る
。
前
述
し
た
一
月
十
一
日
に
記
録
所

に
送
ら
れ
た
文
書
は
、
注
進
状
十
四
通
、
披
露
状
二
通
、
御
奉
書

の
写
一
通
、
松
野
東
馬
（
助
紑
ヵ
、
幕
臣
）
か
ら
の
封
状
一
通
、

松
平
丹
後
守
（
直
泰
、
播
磨
国
明
石
藩
主
）
か
ら
の
白
木
文
箱
一

つ
、
各
方
面
か
ら
の
封
状
十
六
通
、
大
番
所
日
記
の
写
二
通
、
目

付
の
触
一
通
、
同
席
触
一
通
、
「
留
守
居
仕
出
」
五
通
（
「
廻
状
写

と
も
に
」
）
、
細
川
中
務
少
輔
（
興
文
、
肥
後
国
宇
土
藩
主
）
よ
り

の
口
上
書
一
通
、
毛
利
兵
橘
（
元
智
、
幕
臣
）
か
ら
の
書
状
一
通

で
あ
っ
た
。 

記
録
所
は
受
け
取
っ
た
文
書
類
を
藩
主
の
高
覧
に
供
す
る
。
こ

の
こ
と
は
藩
主
の
御
居
間
の
日
記
で
あ
る
「
御
居
間
日
記
」
か
ら

も
確
認
で
き
る
。
藩
主
高
覧
後
の
文
書
類
の
行
先
は
判
然
と
し
な

い
も
の
の
、
披
露
状
な
ど
の
よ
う
に
藩
主
宛
で
な
い
も
の
は
当
役

方
へ
差
し
戻
さ
れ
る
。「
当
り
所
返
答
物
」
で
あ
る
こ
と
が
理
由
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
指
示
も
藩
主
か
ら
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

記
録
所
を
介
し
て
当
役
方
に
戻
さ
れ
た
よ
う
だ
。 

 

た
だ
し
、
披
露
状
と
い
っ
て
も
、
記
録
所
で
返
書
が
作
ら
れ
る

も
の
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
明
和
七
年
閏
六
月
朔
日
、
毛
利
秀
之
助

夫
妻
か
ら
の
披
露
状
が
当
役
方
か
ら
送
ら
れ
藩
主
高
覧
に
供
し
た

と
こ
ろ
、
返
書
は
「
当
所
」
つ
ま
り
記
録
所
で
作
成
す
る
旨
回
答

せ
よ
と
の
指
示
が
出
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
当
役
方
に
伝
え
て
い

る
。
わ
ざ
わ
ざ
こ
う
し
た
指
示
が
出
さ
れ
た
の
は
、
同
類
の
文
書

は
当
役
方
（
前
出
の
例
で
見
れ
ば
宛
所
の
者
）
で
返
書
を
作
る
こ

（
マ
ヽ
） 

（
10
） 

（
11
） 

（
12
） 

4 

 

ん
、
寺
詰
を
誰
に
命
じ
る
か
、
代
役
を
誰
に
す
る
か
な
ど
は
記
録

所
が
単
独
で
決
め
る
わ
け
で
は
な
く
、
藩
主
な
ど
の
指
示
を
受
け

て
記
録
所
が
そ
れ
を
文
書
化
し
た
と
見
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。 

 

こ
こ
で
は
藩
主
の
寺
社
参
詣
の
事
例
に
お
け
る
指
示
（
担
当
者

指
名
）
の
例
を
見
た
が
、
こ
う
し
た
軽
微
な
連
絡
事
項
を
「
手
紙
」

で
出
す
場
合
、
指
示
を
受
け
た
記
録
所
が
そ
れ
を
作
成
し
て
伝
達

し
て
い
る
の
だ
っ
た
。
藩
命
を
文
書
化
し
て
伝
え
る
の
が
記
録
所

の
業
務
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
点
を
確
認
し
て
お
く
。 

 

藩
内
向
け
文
書
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
対
外
文
書
に
つ
い
て

も
見
て
お
こ
う
。 

 

藩
主
間
や
藩
間
で
交
わ
さ
れ
る
書
状
な
ど
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
女
性
の
通
関
証
文
の
作
成
に
つ
い
て
触
れ

て
お
く
。 

 

明
和
七
年
閏
六
月
二
十
七
日
、
下
松
で
召
し
使
っ
て
い
た
女
中

二
名
を
江
戸
に
送
り
返
す
事
案
が
発
生
し
た
。
下
松
は
隠
居
し
て

い
る
父
・
広
豊
の
居
所
で
あ
る
。
こ
の
日
、「
御
関
所
通
路
之
証
文
」

を
以
前
と
同
様
式
で
作
成
す
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
が
当
役
方
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
記
録
所
は
、
そ
れ
を
す
ぐ
に
作
成
し

て
当
役
方
に
送
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
七
月
一
日
、

本
件
に
つ
い
て
は
御
蔵
本
か
ら
指
示
が
あ
る
ま
で
延
期
す
る
と
の

通
達
が
あ
っ
た
（
当
役
方
と
御
蔵
本
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
こ
の
件

に
つ
い
て
は
、
理
由
は
不
明
だ
が
し
ば
ら
く
時
間
を
要
し
、
七
月

二
十
四
日
に
証
文
の
作
成
が
当
役
方
か
ら
指
示
さ
れ
た
。
も
っ
と

も
こ
の
時
、
用
心
と
し
て
判
紙
を
三
・
四
枚
あ
わ
せ
て
差
し
出
す

よ
う
に
と
も
指
示
さ
れ
て
い
て
、
記
録
所
に
は
そ
れ
ら
を
作
成
・

管
理
す
る
業
務
が
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。 

 

余
談
に
な
る
が
、
彼
女
た
ち
の
出
立
は
八
月
五
・
六
日
が
予
定

さ
れ
、
同
月
二
日
、
通
例
の
形
に
則
り
証
文
を
作
成
、
当
役
方
に

徒
が
持
参
し
た
。
作
成
に
あ
た
り
、
目
付
岩
崎
藤
太
が
見
届
け
、

留
守
居
桜
井
新
右
衛
門
の
確
認
を
経
た
。「
入 

高
覧
」
と
あ
る
の

で
、
藩
主
の
実
見
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
証
文
と
判
紙
が
当

役
方
に
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
九
月
十
三
日
、
用
心
の
た

め
に
送
っ
た
判
紙
三
枚
は
不
要
だ
っ
た
と
し
て
当
役
方
経
由
で
記

録
所
に
返
却
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
通
関
証
文
も
記
録
所
で
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
窺
え
、
対
外
文
書
も
記
録
所
が
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
さ
て
、
証
文
作
成
は
当
役
方
か
ら
の
指
示
に
よ
っ
て
作
成
し
た

事
例
で
、
こ
う
し
た
こ
と
は
多
く
あ
っ
た
よ
う
だ
。
次
に
当
役
方

か
ら
の
指
示
と
記
録
所
に
つ
い
て
見
て
い
く
。 

 

（
９
） 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

四
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（
二
）
文
書
を
め
ぐ
る
当
役
方
と
記
録
所 

 
記
録
所
日
記
を
読
み
進
め
て
気
付
く
こ
と
は
、「
当
役
方
」
か
ら

の
指
示
や
依
頼
事
項
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
事
例

は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
文
書
を
め
ぐ
る
当
役
方
と
記
録

所
の
関
係
を
見
て
お
く
。
な
お
、
当
役
方
は
御
蔵
本
に
あ
っ
た
と

今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
例
え
ば
、
明
和
八
年

正
月
十
一
日
条
に
、
前
年
十
二
月
二
十
六
日
に
江
戸
を
発
出
し
た

注
進
状
類
が
到
着
し
、
注
進
状
や
奉
書
、
諸
藩
主
か
ら
の
書
状
類

な
ど
が
当
役
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、

「
大
殿
様
え
之
分
ハ
御
蔵
元
ゟ
」
下
松
へ
送
っ
た
、
と
あ
っ
て
、

御
蔵
本
に
当
役
方
が
あ
る
こ
と
の
証
左
と
な
る
だ
ろ
う
。 

さ
て
、
当
役
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
に
は
、
前
述
の
よ
う

に
外
部
か
ら
の
書
状
類
や
江
戸
な
ど
か
ら
の
報
告
書
と
い
っ
た
文

書
が
あ
っ
た
。
飛
脚
便
や
船
便
な
ど
で
徳
山
に
届
け
ら
れ
た
そ
う

し
た
文
書
は
、
は
じ
め
に
御
蔵
本
へ
届
け
ら
れ
る
ル
ー
ル
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
御
蔵
本
の
当
役
方
か
ら
必
要
な
文

書
類
が
記
録
所
に
送
ら
れ
る
。
前
述
し
た
一
月
十
一
日
に
記
録
所

に
送
ら
れ
た
文
書
は
、
注
進
状
十
四
通
、
披
露
状
二
通
、
御
奉
書

の
写
一
通
、
松
野
東
馬
（
助
紑
ヵ
、
幕
臣
）
か
ら
の
封
状
一
通
、

松
平
丹
後
守
（
直
泰
、
播
磨
国
明
石
藩
主
）
か
ら
の
白
木
文
箱
一

つ
、
各
方
面
か
ら
の
封
状
十
六
通
、
大
番
所
日
記
の
写
二
通
、
目

付
の
触
一
通
、
同
席
触
一
通
、
「
留
守
居
仕
出
」
五
通
（
「
廻
状
写

と
も
に
」
）
、
細
川
中
務
少
輔
（
興
文
、
肥
後
国
宇
土
藩
主
）
よ
り

の
口
上
書
一
通
、
毛
利
兵
橘
（
元
智
、
幕
臣
）
か
ら
の
書
状
一
通

で
あ
っ
た
。 

記
録
所
は
受
け
取
っ
た
文
書
類
を
藩
主
の
高
覧
に
供
す
る
。
こ

の
こ
と
は
藩
主
の
御
居
間
の
日
記
で
あ
る
「
御
居
間
日
記
」
か
ら

も
確
認
で
き
る
。
藩
主
高
覧
後
の
文
書
類
の
行
先
は
判
然
と
し
な

い
も
の
の
、
披
露
状
な
ど
の
よ
う
に
藩
主
宛
で
な
い
も
の
は
当
役

方
へ
差
し
戻
さ
れ
る
。「
当
り
所
返
答
物
」
で
あ
る
こ
と
が
理
由
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
指
示
も
藩
主
か
ら
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

記
録
所
を
介
し
て
当
役
方
に
戻
さ
れ
た
よ
う
だ
。 

 

た
だ
し
、
披
露
状
と
い
っ
て
も
、
記
録
所
で
返
書
が
作
ら
れ
る

も
の
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
明
和
七
年
閏
六
月
朔
日
、
毛
利
秀
之
助

夫
妻
か
ら
の
披
露
状
が
当
役
方
か
ら
送
ら
れ
藩
主
高
覧
に
供
し
た

と
こ
ろ
、
返
書
は
「
当
所
」
つ
ま
り
記
録
所
で
作
成
す
る
旨
回
答

せ
よ
と
の
指
示
が
出
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
当
役
方
に
伝
え
て
い

る
。
わ
ざ
わ
ざ
こ
う
し
た
指
示
が
出
さ
れ
た
の
は
、
同
類
の
文
書

は
当
役
方
（
前
出
の
例
で
見
れ
ば
宛
所
の
者
）
で
返
書
を
作
る
こ

（
マ
ヽ
） 

（
10
） 

（
11
） 

（
12
） 

4 

 

ん
、
寺
詰
を
誰
に
命
じ
る
か
、
代
役
を
誰
に
す
る
か
な
ど
は
記
録

所
が
単
独
で
決
め
る
わ
け
で
は
な
く
、
藩
主
な
ど
の
指
示
を
受
け

て
記
録
所
が
そ
れ
を
文
書
化
し
た
と
見
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。 

 

こ
こ
で
は
藩
主
の
寺
社
参
詣
の
事
例
に
お
け
る
指
示
（
担
当
者

指
名
）
の
例
を
見
た
が
、
こ
う
し
た
軽
微
な
連
絡
事
項
を
「
手
紙
」

で
出
す
場
合
、
指
示
を
受
け
た
記
録
所
が
そ
れ
を
作
成
し
て
伝
達

し
て
い
る
の
だ
っ
た
。
藩
命
を
文
書
化
し
て
伝
え
る
の
が
記
録
所

の
業
務
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
点
を
確
認
し
て
お
く
。 

 

藩
内
向
け
文
書
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
対
外
文
書
に
つ
い
て

も
見
て
お
こ
う
。 

 

藩
主
間
や
藩
間
で
交
わ
さ
れ
る
書
状
な
ど
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
女
性
の
通
関
証
文
の
作
成
に
つ
い
て
触
れ

て
お
く
。 

 

明
和
七
年
閏
六
月
二
十
七
日
、
下
松
で
召
し
使
っ
て
い
た
女
中

二
名
を
江
戸
に
送
り
返
す
事
案
が
発
生
し
た
。
下
松
は
隠
居
し
て

い
る
父
・
広
豊
の
居
所
で
あ
る
。
こ
の
日
、「
御
関
所
通
路
之
証
文
」

を
以
前
と
同
様
式
で
作
成
す
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
が
当
役
方
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
記
録
所
は
、
そ
れ
を
す
ぐ
に
作
成
し

て
当
役
方
に
送
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
七
月
一
日
、

本
件
に
つ
い
て
は
御
蔵
本
か
ら
指
示
が
あ
る
ま
で
延
期
す
る
と
の

通
達
が
あ
っ
た
（
当
役
方
と
御
蔵
本
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
こ
の
件

に
つ
い
て
は
、
理
由
は
不
明
だ
が
し
ば
ら
く
時
間
を
要
し
、
七
月

二
十
四
日
に
証
文
の
作
成
が
当
役
方
か
ら
指
示
さ
れ
た
。
も
っ
と

も
こ
の
時
、
用
心
と
し
て
判
紙
を
三
・
四
枚
あ
わ
せ
て
差
し
出
す

よ
う
に
と
も
指
示
さ
れ
て
い
て
、
記
録
所
に
は
そ
れ
ら
を
作
成
・

管
理
す
る
業
務
が
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。 

 

余
談
に
な
る
が
、
彼
女
た
ち
の
出
立
は
八
月
五
・
六
日
が
予
定

さ
れ
、
同
月
二
日
、
通
例
の
形
に
則
り
証
文
を
作
成
、
当
役
方
に

徒
が
持
参
し
た
。
作
成
に
あ
た
り
、
目
付
岩
崎
藤
太
が
見
届
け
、

留
守
居
桜
井
新
右
衛
門
の
確
認
を
経
た
。「
入 

高
覧
」
と
あ
る
の

で
、
藩
主
の
実
見
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
証
文
と
判
紙
が
当

役
方
に
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
九
月
十
三
日
、
用
心
の
た

め
に
送
っ
た
判
紙
三
枚
は
不
要
だ
っ
た
と
し
て
当
役
方
経
由
で
記

録
所
に
返
却
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
通
関
証
文
も
記
録
所
で
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
窺
え
、
対
外
文
書
も
記
録
所
が
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

さ
て
、
証
文
作
成
は
当
役
方
か
ら
の
指
示
に
よ
っ
て
作
成
し
た

事
例
で
、
こ
う
し
た
こ
と
は
多
く
あ
っ
た
よ
う
だ
。
次
に
当
役
方

か
ら
の
指
示
と
記
録
所
に
つ
い
て
見
て
い
く
。 

 

（
９
） 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

五
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（
三
）
情
報
の
蓄
積 

  

記
録
所
日
記
に
は
記
録
所
が
情
報
を
集
め
記
録
し
て
い
た
様
子

が
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

 

一
例
に
、
明
和
四
年
一
月
八
日
条
を
見
て
み
よ
う
。 

 

一
月
三
日
、
萩
へ
年
頭
挨
拶
の
使
者
を
命
じ
ら
れ
た
杉
山
十
郎

左
衛
門
は
、
御
居
間
に
お
い
て
伝
え
る
べ
き
口
上
を
承
り
、
翌
四

日
萩
へ
向
け
て
出
発
す
る
。
六
日
に
は
萩
で
の
任
務
を
終
え
、
八

日
に
徳
山
に
帰
着
し
た
（
こ
の
時
は
徳
山
到
着
後
、
そ
の
足
で
館

に
出
仕
し
て
い
る
）
。
館
に
出
仕
し
た
杉
山
は
御
次
へ
出
向
い
て
、

萩
藩
か
ら
の
返
詞
を
申
し
上
げ
よ
う
と
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
後
日
改
め
て
聞
く
と
の
就
馴
の
言
葉
が
あ
り
、
御
前
を
辞
し
た
。

そ
の
後
、
萩
で
ど
の
よ
う
な
応
接
を
受
け
た
の
か
を
報
告
す
る
の

で
あ
る
。
記
録
所
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
る
と
、
記
録
所
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 
 

 

一
、
去
ル
六
日 

御
城
罷
出
、
於
御
書
院 

 
 

 
 

御
目
見
被 

仰
付
、
御
直
答
被
遊
候
也
、 

 
 

 
 

畢
而
御
料
理
一
汁
三
菜
御
目
録 

 
 

 
 

銀
壱
枚
御
用
人
を
以
被
下
之
、 

 
 

 
 

 

奏
者
相
伴
兼
ル
、 

渡
部
五
郎
右
衛
門 

 
 

 
 

 

御
用
人 

 
 

 
 

木
梨
平
左
衛
門 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
萩
城
へ
登
城
し
た
日
、
拝
謁
の
場
所
、
相
手

の
対
応
（
こ
こ
で
は
萩
藩
主
に
よ
る
直
答
）
、
饗
応
時
の
対
応
者
や

出
さ
れ
た
料
理
、
下
賜
物
と
そ
れ
に
携
わ
っ
た
役
人
な
ど
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
相
手
方
の
対
応
を
書
き
留
め
、
先
例
と

相
違
し
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
理
由
を
記
し
て
事
例
の
蓄
積
を
は

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

た
だ
し
、
藩
外
へ
赴
く
す
べ
て
の
使
者
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た

「
復
命
」
と
も
い
う
べ
き
記
録
を
残
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

右
の
例
で
の
杉
山
十
郎
左
衛
門
、
明
和
八
年
二
月
二
十
三
日
、
岩

国
で
の
婚
礼
に
あ
た
り
使
者
と
な
っ
た
長
浜
五
郎
左
衛
門
な
ど
、

記
録
所
を
統
轄
す
る
用
人
が
使
者
と
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
儀
式
・
典
礼
の
先
例
に
関
す
る
情
報
を
蓄
積
す

る
こ
と
が
記
録
所
の
主
た
る
業
務
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 

 
 

（
四
）
記
録
所
に
よ
る
館
の
管
理 

  

こ
こ
ま
で
は
記
録
所
が
文
書
・
記
録
に
関
わ
る
面
を
見
て
き
た

が
、
記
録
所
に
は
そ
う
し
た
こ
と
と
は
異
な
る
業
務
も
担
っ
て
い

た
。
こ
こ
で
は
徳
山
の
館
の
管
理
と
い
う
、
一
見
記
録
関
係
を
司

6 

 

と
に
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
こ
う
し
た
文
書
の
作
成
者
に
つ
い
て
、
明
和
八
年
一
月

十
七
日
条
に
、
萩
藩
士
宍
戸
河
内
と
福
間
舎
人
か
ら
前
日
も
た
ら

さ
れ
た
披
露
状
へ
の
返
書
は
「
古
案
之
通
相
認
せ
」
、
当
役
方
へ
送

っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。「
古
案
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し

て
、
記
録
所
が
返
書
を
し
た
た
め
さ
せ
た
先
は
、
判
司
方
（
「
判
師

方
」
と
も
）
と
考
え
ら
れ
る
。
判
司
方
は
書
状
を
は
じ
め
と
す
る

文
書
の
作
成
を
業
務
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
記
録
所
と
も
密

接
な
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

一
方
、
藩
主
が
自
ら
筆
を
と
る
場
合
も
あ
る
。
明
和
七
年
閏
六

月
四
日
の
記
事
に
、
萩
藩
主
毛
利
重
就
へ
土
用
の
見
舞
状
を
送
る

に
あ
た
り
、
就
馴
は
進
物
と
共
に
書
状
を
し
た
た
め
る
。
そ
の
際
、

書
状
は
判
司
方
で
作
成
さ
せ
た
後
、
確
認
の
た
め
藩
主
の
高
覧
に

入
れ
た
。
就
馴
は
そ
こ
に
端
書
を
加
筆
し
た
と
あ
る
（
「
御
端
書
出

来
」
）
。
実
は
、
作
成
し
た
書
状
を
確
認
の
た
め
高
覧
に
入
れ
る
こ

と
は
異
例
で
、
先
に
挙
げ
た
宍
戸
や
福
間
宛
の
返
書
は
、
「
古
案
」

の
通
り
、
つ
ま
り
先
例
通
り
の
文
面
に
従
い
作
成
し
た
後
、
藩
主

の
確
認
を
求
め
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
記
録
所
日
記
に
お
い

て
は
窺
え
な
い
。
本
事
例
は
萩
藩
主
宛
の
書
状
で
あ
っ
た
が
故
に
、

気
遣
っ
た
就
馴
が
わ
ざ
わ
ざ
確
認
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
記
録
所
は
当
役
方
か
ら
送
ら
れ
た
文
書
を
藩
主

の
高
覧
に
供
し
、
藩
主
の
手
元
に
置
い
て
お
く
必
要
の
な
い
も
の

や
、
宛
所
に
あ
る
者
や
部
署
が
返
書
を
作
成
す
る
必
要
の
あ
る
も

の
は
当
役
方
に
返
却
す
る
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
記
録
所
で
作
成

さ
れ
る
文
書
は
判
司
方
に
作
成
を
指
示
し
、
完
成
す
れ
ば
当
役
方

に
送
る
（
記
録
所
日
記
に
は
「
徒
に
持
た
せ
た
」
と
出
て
く
る
こ

と
が
あ
る
）
。
そ
れ
は
、
当
役
方
が
外
部
へ
の
文
書
発
出
を
担
っ
て

い
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
藩
主
が
自
筆
で
書
状
を
し
た
た
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
場
合
、
藩
主
の
居
所
で
あ
る
御
居
間
か
ら
直
接
、
文
書
発
出

担
当
の
当
役
方
に
送
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
旦
記
録
所
に
送
ら

れ
、
記
録
所
に
て
文
箱
に
納
め
る
な
ど
の
体
裁
を
整
え
て
か
ら
当

役
方
に
も
た
ら
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。
そ
の
際
、
徳
山
発
出
日
な
ど

の
指
示
も
付
け
加
わ
る
場
合
も
あ
っ
た
。 

 

な
お
、
こ
の
時
期
、
下
松
に
隠
居
の
広
豊
が
住
ん
で
い
た
の
だ

が
、
彼
宛
の
文
書
も
当
然
あ
っ
た
。
広
豊
宛
文
書
は
下
松
へ
送
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
広
豊
の
直
筆
は
と
も
か
く
、
下
松
に
は
返

書
を
し
た
た
め
る
部
署
な
ど
は
な
か
っ
た
と
見
え
、
当
役
方
は
記

録
所
に
返
書
作
成
を
指
示
し
て
い
る
。 

 

（
13
） 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

六
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（
三
）
情
報
の
蓄
積 

  

記
録
所
日
記
に
は
記
録
所
が
情
報
を
集
め
記
録
し
て
い
た
様
子

が
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

 

一
例
に
、
明
和
四
年
一
月
八
日
条
を
見
て
み
よ
う
。 

 

一
月
三
日
、
萩
へ
年
頭
挨
拶
の
使
者
を
命
じ
ら
れ
た
杉
山
十
郎

左
衛
門
は
、
御
居
間
に
お
い
て
伝
え
る
べ
き
口
上
を
承
り
、
翌
四

日
萩
へ
向
け
て
出
発
す
る
。
六
日
に
は
萩
で
の
任
務
を
終
え
、
八

日
に
徳
山
に
帰
着
し
た
（
こ
の
時
は
徳
山
到
着
後
、
そ
の
足
で
館

に
出
仕
し
て
い
る
）
。
館
に
出
仕
し
た
杉
山
は
御
次
へ
出
向
い
て
、

萩
藩
か
ら
の
返
詞
を
申
し
上
げ
よ
う
と
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
後
日
改
め
て
聞
く
と
の
就
馴
の
言
葉
が
あ
り
、
御
前
を
辞
し
た
。

そ
の
後
、
萩
で
ど
の
よ
う
な
応
接
を
受
け
た
の
か
を
報
告
す
る
の

で
あ
る
。
記
録
所
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
る
と
、
記
録
所
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 
 

 

一
、
去
ル
六
日 

御
城
罷
出
、
於
御
書
院 

 
 

 
 

御
目
見
被 

仰
付
、
御
直
答
被
遊
候
也
、 

 
 

 
 

畢
而
御
料
理
一
汁
三
菜
御
目
録 

 
 

 
 

銀
壱
枚
御
用
人
を
以
被
下
之
、 

 
 

 
 

 

奏
者
相
伴
兼
ル
、 

渡
部
五
郎
右
衛
門 

 
 

 
 

 

御
用
人 

 
 

 
 

木
梨
平
左
衛
門 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
萩
城
へ
登
城
し
た
日
、
拝
謁
の
場
所
、
相
手

の
対
応
（
こ
こ
で
は
萩
藩
主
に
よ
る
直
答
）
、
饗
応
時
の
対
応
者
や

出
さ
れ
た
料
理
、
下
賜
物
と
そ
れ
に
携
わ
っ
た
役
人
な
ど
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
相
手
方
の
対
応
を
書
き
留
め
、
先
例
と

相
違
し
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
理
由
を
記
し
て
事
例
の
蓄
積
を
は

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

た
だ
し
、
藩
外
へ
赴
く
す
べ
て
の
使
者
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た

「
復
命
」
と
も
い
う
べ
き
記
録
を
残
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

右
の
例
で
の
杉
山
十
郎
左
衛
門
、
明
和
八
年
二
月
二
十
三
日
、
岩

国
で
の
婚
礼
に
あ
た
り
使
者
と
な
っ
た
長
浜
五
郎
左
衛
門
な
ど
、

記
録
所
を
統
轄
す
る
用
人
が
使
者
と
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
儀
式
・
典
礼
の
先
例
に
関
す
る
情
報
を
蓄
積
す

る
こ
と
が
記
録
所
の
主
た
る
業
務
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 

 
 

（
四
）
記
録
所
に
よ
る
館
の
管
理 

  
こ
こ
ま
で
は
記
録
所
が
文
書
・
記
録
に
関
わ
る
面
を
見
て
き
た

が
、
記
録
所
に
は
そ
う
し
た
こ
と
と
は
異
な
る
業
務
も
担
っ
て
い

た
。
こ
こ
で
は
徳
山
の
館
の
管
理
と
い
う
、
一
見
記
録
関
係
を
司

6 

 

と
に
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
こ
う
し
た
文
書
の
作
成
者
に
つ
い
て
、
明
和
八
年
一
月

十
七
日
条
に
、
萩
藩
士
宍
戸
河
内
と
福
間
舎
人
か
ら
前
日
も
た
ら

さ
れ
た
披
露
状
へ
の
返
書
は
「
古
案
之
通
相
認
せ
」
、
当
役
方
へ
送

っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。「
古
案
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し

て
、
記
録
所
が
返
書
を
し
た
た
め
さ
せ
た
先
は
、
判
司
方
（
「
判
師

方
」
と
も
）
と
考
え
ら
れ
る
。
判
司
方
は
書
状
を
は
じ
め
と
す
る

文
書
の
作
成
を
業
務
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
記
録
所
と
も
密

接
な
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

一
方
、
藩
主
が
自
ら
筆
を
と
る
場
合
も
あ
る
。
明
和
七
年
閏
六

月
四
日
の
記
事
に
、
萩
藩
主
毛
利
重
就
へ
土
用
の
見
舞
状
を
送
る

に
あ
た
り
、
就
馴
は
進
物
と
共
に
書
状
を
し
た
た
め
る
。
そ
の
際
、

書
状
は
判
司
方
で
作
成
さ
せ
た
後
、
確
認
の
た
め
藩
主
の
高
覧
に

入
れ
た
。
就
馴
は
そ
こ
に
端
書
を
加
筆
し
た
と
あ
る
（
「
御
端
書
出

来
」
）
。
実
は
、
作
成
し
た
書
状
を
確
認
の
た
め
高
覧
に
入
れ
る
こ

と
は
異
例
で
、
先
に
挙
げ
た
宍
戸
や
福
間
宛
の
返
書
は
、
「
古
案
」

の
通
り
、
つ
ま
り
先
例
通
り
の
文
面
に
従
い
作
成
し
た
後
、
藩
主

の
確
認
を
求
め
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
記
録
所
日
記
に
お
い

て
は
窺
え
な
い
。
本
事
例
は
萩
藩
主
宛
の
書
状
で
あ
っ
た
が
故
に
、

気
遣
っ
た
就
馴
が
わ
ざ
わ
ざ
確
認
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
記
録
所
は
当
役
方
か
ら
送
ら
れ
た
文
書
を
藩
主

の
高
覧
に
供
し
、
藩
主
の
手
元
に
置
い
て
お
く
必
要
の
な
い
も
の

や
、
宛
所
に
あ
る
者
や
部
署
が
返
書
を
作
成
す
る
必
要
の
あ
る
も

の
は
当
役
方
に
返
却
す
る
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
記
録
所
で
作
成

さ
れ
る
文
書
は
判
司
方
に
作
成
を
指
示
し
、
完
成
す
れ
ば
当
役
方

に
送
る
（
記
録
所
日
記
に
は
「
徒
に
持
た
せ
た
」
と
出
て
く
る
こ

と
が
あ
る
）
。
そ
れ
は
、
当
役
方
が
外
部
へ
の
文
書
発
出
を
担
っ
て

い
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
藩
主
が
自
筆
で
書
状
を
し
た
た
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
場
合
、
藩
主
の
居
所
で
あ
る
御
居
間
か
ら
直
接
、
文
書
発
出

担
当
の
当
役
方
に
送
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
旦
記
録
所
に
送
ら

れ
、
記
録
所
に
て
文
箱
に
納
め
る
な
ど
の
体
裁
を
整
え
て
か
ら
当

役
方
に
も
た
ら
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。
そ
の
際
、
徳
山
発
出
日
な
ど

の
指
示
も
付
け
加
わ
る
場
合
も
あ
っ
た
。 

 

な
お
、
こ
の
時
期
、
下
松
に
隠
居
の
広
豊
が
住
ん
で
い
た
の
だ

が
、
彼
宛
の
文
書
も
当
然
あ
っ
た
。
広
豊
宛
文
書
は
下
松
へ
送
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
広
豊
の
直
筆
は
と
も
か
く
、
下
松
に
は
返

書
を
し
た
た
め
る
部
署
な
ど
は
な
か
っ
た
と
見
え
、
当
役
方
は
記

録
所
に
返
書
作
成
を
指
示
し
て
い
る
。 

 

（
13
） 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

七



9 

 

際
右
衛
門
が
、
父
に
下
賜
さ
れ
た
「
御
紋
付
」
に
つ
い
て
、
忰
も

着
用
し
た
い
旨
願
い
出
た
と
こ
ろ
許
可
さ
れ
た
お
礼
と
し
て
大
番

所
に
出
仕
し
た
と
あ
る
。
後
掲
【
図
】
の
よ
う
に
、
記
録
所
と
大

番
所
は
や
や
離
れ
た
所
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記
録
所
日
記

に
こ
う
し
た
事
象
が
書
か
れ
る
の
は
、
大
番
所
が
記
録
所
の
管
理

下
（
単
に
人
だ
け
で
な
く
、
場
と
し
て
も
）
に
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
御
門
や
大
番
所
な
ど
の
場
の
管
理
は
記
録
所

の
管
轄
で
あ
り
、
各
々
の
当
番
の
配
置
は
記
録
所
に
委
ね
ら
れ
て

い
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
役
方
は
当
番
人
の
情
報
ま
で
把

握
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
、
同
じ
人
物
が
当
番
と
当
役
方
指
令

の
用
務
日
と
が
重
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
出
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
確
証
は
な
い
が
、
記
録
所
は
当
番
の
人
名
な
ど
を
当
役
方

に
報
告
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。 

な
お
、
番
を
務
め
る
人
々
に
つ
い
て
、
場
所
の
確
定
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
館
内
の
ど
こ
か
に
そ
の
日
の
当
番
が
わ
か
る
よ
う

な
掲
示
が
設
け
ら
れ
、
名
札
（
日
記
中
に
は
「
番
札
」
や
「
懸
札
」

と
出
て
く
る
）
が
か
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
病
気
や
他
用
で
番

を
欠
勤
す
る
場
合
、
名
札
を
そ
の
都
度
か
け
替
え
る
の
で
は
な
く
、

名
札
の
表
面
に
理
由
を
記
し
た
「
貼
紙
」
に
よ
っ
て
、
欠
勤
理
由

を
明
示
し
て
い
た
。
こ
れ
は
一
日
や
数
日
程
度
の
こ
と
に
限
ら
ず
、

例
え
ば
「
当
分
新
宅
加
番
」
の
よ
う
に
、
臨
時
的
と
は
い
え
、
し

ば
ら
く
他
所
で
の
勤
務
を
命
じ
ら
れ
る
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。

人
の
管
理
の
延
長
上
に
、
こ
う
し
た
業
務
も
記
録
所
に
は
あ
っ
た

の
で
あ
る
。 

 

館
と
人
の
管
理
と
い
う
面
で
は
、
来
客
時
の
応
接
も
記
録
所
が

そ
の
一
端
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
明
和
八
年
二
月
二
日
の
事
例
を

挙
げ
る
。 

 

こ
の
日
、
萩
藩
主
毛
利
重
就
か
ら
「
御
内
用
」
と
し
て
有
福
舎

人
と
宮
木
八
郎
右
衛
門
が
使
者
と
し
て
徳
山
に
到
着
、
翌
三
日
に

藩
主
就
馴
へ
の
面
会
を
求
め
て
き
た
。
当
役
方
か
ら
そ
の
求
め
に

応
じ
て
よ
い
か
記
録
所
に
問
い
合
わ
せ
て
き
た
の
で
、
藩
主
の
意

向
を
伺
っ
た
。
就
馴
か
ら
は
明
日
の
四
時
に
面
会
す
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
の
で
、
記
録
所
は
当
役
方
に
そ
れ
を
伝
達
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
記
録
所
は
、
応
対
の
指
示
を
発
出
す
る
。
例
え

ば
料
理
を
膳
部
へ
、
料
理
見
合
わ
せ
と
熨
斗
の
用
意
を
判
司
役
へ
、

小
書
院
の
手
ぬ
ぐ
い
の
準
備
を
茶
堂
へ
、
座
敷
廻
の
掃
除
状
況
の

確
認
を
目
付
へ
、
茶
や
煙
草
盆
の
用
意
を
髙
木
可
朴
へ
と
い
っ
た

具
合
に
加
え
、
萩
か
ら
の
使
者
が
館
へ
の
訪
問
す
る
前
お
よ
び
訪

問
後
に
徳
山
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
る
上
使
の
任
命
な
ど
で
あ
る
。 

（
16
） 

8 

 

る
記
録
所
の
業
務
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
点
へ
の
関
与
に
つ
い

て
も
触
れ
て
お
く
。 

記
録
所
日
記
に
は
、
「
記
録
所
」
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
「
御

門
」
や
「
大
番
所
（
処
）
」
と
い
っ
た
場
の
名
称
が
出
て
く
る
。
そ

れ
ら
は
、
馬
廻
や
中
小
性
が
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
番
を
務
め

て
い
た
こ
と
の
結
果
で
あ
り
、
記
録
所
の
関
与
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
る
。
具
体
例
を
示
す
。 

病
欠
者
が
出
た
場
合
、
揃
え
る
べ
き
人
数
に
欠
員
が
生
じ
て
し

ま
う
。
必
要
な
人
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
記
録
所
は
当
番

日
の
繰
り
上
げ
を
命
じ
る
な
ど
し
て
欠
員
を
補
填
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
記
録
所
が
他
の
部
署
に

相
談
し
た
り
、
許
可
を
得
た
り
し
て
い
る
様
子
は
、
記
録
所
日
記

を
見
る
限
り
確
認
で
き
な
い
。 

ま
た
、
病
欠
な
ど
欠
勤
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
代
替
人
員
を
自

力
で
探
す
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
に
応
じ
て
く

れ
る
人
物
が
い
な
い
場
合
も
多
々
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
時
に
は
、

番
頭
な
ど
の
「
上
司
」
を
通
じ
て
「
御
断
」
を
記
録
所
に
申
し
出

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
に
も
前
と
同
様
、
記
録
所
が
独
自
の
判

断
で
そ
れ
を
認
め
て
い
た
よ
う
だ
。 

欠
員
の
原
因
は
病
気
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
使
者
を
は
じ

め
、
藩
の
用
務
に
よ
っ
て
他
所
に
派
遣
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

使
者
派
遣
の
決
定
と
人
選
は
当
役
方
で
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
使
者
指
名
に
あ
た
り
、
当
役
方
か
ら
そ
の
人
物
が

使
者
に
出
向
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
事
態
、
具
体
的
に
は
当
番

欠
勤
に
伴
う
代
勤
者
の
決
定
な
ど
へ
の
対
応
は
、
や
は
り
記
録
所

に
一
任
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
歴
代
藩
主
や
そ
の
家
族
の
忌
日
に
際
し
て
は
、
藩
主
が

参
詣
す
る
時
以
外
は
家
臣
が
寺
院
へ
の
代
参
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
さ
す
が
に
藩
主
ク
ラ
ス
に
対
し
て
は
家
老
レ
ベ
ル
が
代

参
を
命
じ
ら
れ
る
が
、
側
室
や
子
女
の
場
合
に
は
馬
廻
の
人
々
が

命
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
際
、
記
録
所
日
記
の
上
で
は
、
ど

こ
か
の
組
織
・
機
関
か
ら
代
参
者
の
指
名
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

記
録
所
が
そ
の
日
の
当
番
か
ら
選
ん
で
指
名
し
て
い
る
。
そ
の
こ

と
が
よ
り
わ
か
る
の
が
、
明
和
五
年
十
月
、
藩
主
就
馴
が
山
口
入

湯
に
出
向
き
徳
山
を
留
守
に
す
る
際
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
、

記
録
所
は
、
藩
主
留
守
中
、
恙
な
く
代
参
を
執
行
す
る
よ
う
指
示

を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
忌
日
に
あ
た
る
人
の
名
や
日
に
ち
、

代
参
者
な
ど
に
つ
い
て
細
か
な
指
示
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
か
ら
鑑
み
る
に
、
そ
う
し
た
指
示
で
事
足
り
た
に
違
い
な
い
。 

ま
た
、
明
和
八
年
一
月
十
五
日
条
に
、
堀
田
三
郎
四
郎
や
磯
部

（
14
） 

（
15
） 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

八



9 

 

際
右
衛
門
が
、
父
に
下
賜
さ
れ
た
「
御
紋
付
」
に
つ
い
て
、
忰
も

着
用
し
た
い
旨
願
い
出
た
と
こ
ろ
許
可
さ
れ
た
お
礼
と
し
て
大
番

所
に
出
仕
し
た
と
あ
る
。
後
掲
【
図
】
の
よ
う
に
、
記
録
所
と
大

番
所
は
や
や
離
れ
た
所
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記
録
所
日
記

に
こ
う
し
た
事
象
が
書
か
れ
る
の
は
、
大
番
所
が
記
録
所
の
管
理

下
（
単
に
人
だ
け
で
な
く
、
場
と
し
て
も
）
に
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
御
門
や
大
番
所
な
ど
の
場
の
管
理
は
記
録
所

の
管
轄
で
あ
り
、
各
々
の
当
番
の
配
置
は
記
録
所
に
委
ね
ら
れ
て

い
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
役
方
は
当
番
人
の
情
報
ま
で
把

握
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
、
同
じ
人
物
が
当
番
と
当
役
方
指
令

の
用
務
日
と
が
重
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
出
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
確
証
は
な
い
が
、
記
録
所
は
当
番
の
人
名
な
ど
を
当
役
方

に
報
告
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。 

な
お
、
番
を
務
め
る
人
々
に
つ
い
て
、
場
所
の
確
定
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
館
内
の
ど
こ
か
に
そ
の
日
の
当
番
が
わ
か
る
よ
う

な
掲
示
が
設
け
ら
れ
、
名
札
（
日
記
中
に
は
「
番
札
」
や
「
懸
札
」

と
出
て
く
る
）
が
か
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
病
気
や
他
用
で
番

を
欠
勤
す
る
場
合
、
名
札
を
そ
の
都
度
か
け
替
え
る
の
で
は
な
く
、

名
札
の
表
面
に
理
由
を
記
し
た
「
貼
紙
」
に
よ
っ
て
、
欠
勤
理
由

を
明
示
し
て
い
た
。
こ
れ
は
一
日
や
数
日
程
度
の
こ
と
に
限
ら
ず
、

例
え
ば
「
当
分
新
宅
加
番
」
の
よ
う
に
、
臨
時
的
と
は
い
え
、
し

ば
ら
く
他
所
で
の
勤
務
を
命
じ
ら
れ
る
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。

人
の
管
理
の
延
長
上
に
、
こ
う
し
た
業
務
も
記
録
所
に
は
あ
っ
た

の
で
あ
る
。 

 

館
と
人
の
管
理
と
い
う
面
で
は
、
来
客
時
の
応
接
も
記
録
所
が

そ
の
一
端
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
明
和
八
年
二
月
二
日
の
事
例
を

挙
げ
る
。 

 

こ
の
日
、
萩
藩
主
毛
利
重
就
か
ら
「
御
内
用
」
と
し
て
有
福
舎

人
と
宮
木
八
郎
右
衛
門
が
使
者
と
し
て
徳
山
に
到
着
、
翌
三
日
に

藩
主
就
馴
へ
の
面
会
を
求
め
て
き
た
。
当
役
方
か
ら
そ
の
求
め
に

応
じ
て
よ
い
か
記
録
所
に
問
い
合
わ
せ
て
き
た
の
で
、
藩
主
の
意

向
を
伺
っ
た
。
就
馴
か
ら
は
明
日
の
四
時
に
面
会
す
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
の
で
、
記
録
所
は
当
役
方
に
そ
れ
を
伝
達
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
記
録
所
は
、
応
対
の
指
示
を
発
出
す
る
。
例
え

ば
料
理
を
膳
部
へ
、
料
理
見
合
わ
せ
と
熨
斗
の
用
意
を
判
司
役
へ
、

小
書
院
の
手
ぬ
ぐ
い
の
準
備
を
茶
堂
へ
、
座
敷
廻
の
掃
除
状
況
の

確
認
を
目
付
へ
、
茶
や
煙
草
盆
の
用
意
を
髙
木
可
朴
へ
と
い
っ
た

具
合
に
加
え
、
萩
か
ら
の
使
者
が
館
へ
の
訪
問
す
る
前
お
よ
び
訪

問
後
に
徳
山
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
る
上
使
の
任
命
な
ど
で
あ
る
。 

（
16
） 

8 

 

る
記
録
所
の
業
務
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
点
へ
の
関
与
に
つ
い

て
も
触
れ
て
お
く
。 

記
録
所
日
記
に
は
、
「
記
録
所
」
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
「
御

門
」
や
「
大
番
所
（
処
）
」
と
い
っ
た
場
の
名
称
が
出
て
く
る
。
そ

れ
ら
は
、
馬
廻
や
中
小
性
が
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
番
を
務
め

て
い
た
こ
と
の
結
果
で
あ
り
、
記
録
所
の
関
与
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
る
。
具
体
例
を
示
す
。 

病
欠
者
が
出
た
場
合
、
揃
え
る
べ
き
人
数
に
欠
員
が
生
じ
て
し

ま
う
。
必
要
な
人
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
記
録
所
は
当
番

日
の
繰
り
上
げ
を
命
じ
る
な
ど
し
て
欠
員
を
補
填
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
記
録
所
が
他
の
部
署
に

相
談
し
た
り
、
許
可
を
得
た
り
し
て
い
る
様
子
は
、
記
録
所
日
記

を
見
る
限
り
確
認
で
き
な
い
。 

ま
た
、
病
欠
な
ど
欠
勤
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
代
替
人
員
を
自

力
で
探
す
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
に
応
じ
て
く

れ
る
人
物
が
い
な
い
場
合
も
多
々
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
時
に
は
、

番
頭
な
ど
の
「
上
司
」
を
通
じ
て
「
御
断
」
を
記
録
所
に
申
し
出

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
に
も
前
と
同
様
、
記
録
所
が
独
自
の
判

断
で
そ
れ
を
認
め
て
い
た
よ
う
だ
。 

欠
員
の
原
因
は
病
気
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
使
者
を
は
じ

め
、
藩
の
用
務
に
よ
っ
て
他
所
に
派
遣
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

使
者
派
遣
の
決
定
と
人
選
は
当
役
方
で
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
使
者
指
名
に
あ
た
り
、
当
役
方
か
ら
そ
の
人
物
が

使
者
に
出
向
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
事
態
、
具
体
的
に
は
当
番

欠
勤
に
伴
う
代
勤
者
の
決
定
な
ど
へ
の
対
応
は
、
や
は
り
記
録
所

に
一
任
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
歴
代
藩
主
や
そ
の
家
族
の
忌
日
に
際
し
て
は
、
藩
主
が

参
詣
す
る
時
以
外
は
家
臣
が
寺
院
へ
の
代
参
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
さ
す
が
に
藩
主
ク
ラ
ス
に
対
し
て
は
家
老
レ
ベ
ル
が
代

参
を
命
じ
ら
れ
る
が
、
側
室
や
子
女
の
場
合
に
は
馬
廻
の
人
々
が

命
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
際
、
記
録
所
日
記
の
上
で
は
、
ど

こ
か
の
組
織
・
機
関
か
ら
代
参
者
の
指
名
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

記
録
所
が
そ
の
日
の
当
番
か
ら
選
ん
で
指
名
し
て
い
る
。
そ
の
こ

と
が
よ
り
わ
か
る
の
が
、
明
和
五
年
十
月
、
藩
主
就
馴
が
山
口
入

湯
に
出
向
き
徳
山
を
留
守
に
す
る
際
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
、

記
録
所
は
、
藩
主
留
守
中
、
恙
な
く
代
参
を
執
行
す
る
よ
う
指
示

を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
忌
日
に
あ
た
る
人
の
名
や
日
に
ち
、

代
参
者
な
ど
に
つ
い
て
細
か
な
指
示
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
か
ら
鑑
み
る
に
、
そ
う
し
た
指
示
で
事
足
り
た
に
違
い
な
い
。 

ま
た
、
明
和
八
年
一
月
十
五
日
条
に
、
堀
田
三
郎
四
郎
や
磯
部

（
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） 
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身
分
な
ど
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
対
応
が
あ
っ
た
。 

 
 

一
、
家
老
嫡
子
・
御
用
人
・
小
幡
織
江 

 
 

 
 

 

吸
物
・
酒
・
肴
を
頂
戴
す
る
。
場
所
は
記
録
所
。
そ

の
後
、
お
礼
と
し
て
御
次
へ
出
仕
し
て
い
る
。 

 
 

二
、
留
守
居
役
桜
井
新
右
衛
門 

 
 

 
 

 

出
さ
れ
た
も
の
は
前
に
同
じ
。
場
所
は
記
録
所
「
二

之
間
」
。
そ
の
後
、
お
礼
と
し
て
御
次
へ
出
仕
す
る
の

も
前
に
同
じ
。 

 
 

三
、
目
付
役
・
両
人
役
・
判
師
・
武
具
方
都
合
役
・
作
事
奉

行
・
祐
筆
・
厩
別
当 

 
 

 
 

 

出
さ
れ
た
も
の
や
、
お
礼
に
御
次
へ
出
仕
し
た
こ
と

は
前
に
同
じ
。
場
所
は
記
録
所
「
三
之
間
」
。 

 
 

四
、
大
番
所
当
番
・
御
門
当
番 

 
 

 
 

 

取
肴
に
て
酒
が
下
賜
。
当
番
筆
頭
ら
が
記
録
所
へ
招

か
れ
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
。
お
礼
は
記
録
所

で
行
わ
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
記
録
所
に
は
「
二
之
間
」「
三
之
間
」
が
存
在
し
、

家
臣
の
ラ
ン
ク
に
よ
っ
て
、
出
向
く
場
を
分
け
て
い
た
。
後
掲
【
図
】

を
見
る
と
、
「
二
之
間
」
「
三
之
間
」
の
表
記
は
な
い
た
め
正
確
な

位
置
を
特
定
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
記
録
所
が
複
数
の
空
間

を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
窺
え
る
。「
典
礼
・
儀
式
そ
の
他
の
公
文
の

往
復
を
掌
る
も
の
」
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
場
と
し
て
の
記
録

所
に
つ
い
て
も
意
識
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
だ
ろ
う
。 

  
 

 
 

（
二
）
指
示
伝
達
の
場
と
し
て
の
記
録
所 

  

儀
礼
以
外
の
場
と
は
別
に
、
指
示
伝
達
の
場
と
し
て
記
録
所
が

使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

明
和
五
年
十
一
月
二
十
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。
明
後
日
に
「
大

島
山
」
方
面
へ
の
御
猟
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
、
富
山
要

人
と
福
間
茂
左
衛
門
が
供
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、「
小
使
」
を

一
人
ず
つ
付
け
る
よ
う
駕
奉
行
に
指
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
時
、
そ
の
指
示
は
記
録
所
に
駕
奉
行
を
招
い
て
行
わ
れ
た
。
富

山
・
福
間
い
ず
れ
も
記
録
所
を
統
轄
す
る
用
人
で
あ
っ
た
の
で
、

駕
奉
行
が
記
録
所
に
呼
び
出
さ
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、

記
録
所
が
こ
う
し
た
場
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

 

こ
の
ほ
か
に
も
、
明
和
四
年
正
月
二
日
、
就
馴
が
大
成
寺
に
仏

詣
で
を
行
う
に
あ
た
り
、
前
日
、
寺
社
奉
行
片
岡
正
右
衛
門
が
記

録
所
に
招
か
れ
、
献
納
品
の
目
録
を
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
目

録
を
判
司
方
が
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
で

（
18
） 

10 

 

 
翌
日
、
両
使
者
が
館
を
訪
れ
る
と
、
そ
の
時
の
動
静
は
日
記
に

細
か
く
具
体
的
に
記
さ
れ
る
。
そ
の
時
々
の
応
接
の
場
、
応
対
者
、

移
動
の
経
路
、
差
し
出
さ
れ
た
進
物
の
取
り
扱
い
、
料
理
や
茶
、

煙
草
盆
な
ど
を
供
す
る
場
と
タ
イ
ミ
ン
グ
、
徳
山
側
同
席
者
の
着

座
位
置
な
ど
で
あ
る
。 

 

実
は
、
記
録
所
日
記
で
細
か
な
描
写
が
登
場
す
る
場
は
、
館
の

内
、
藩
主
の
御
居
間
以
外
で
あ
る
。
今
は
御
居
間
を
は
っ
き
り
と

指
し
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
後
掲
【
図
】
が
示
す
「
御
館
」

の
内
、「
御
座
之
間
」
と
「
御
次
」
が
そ
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
つ
ま
り
、
記
録
所
の
管
轄
は
そ
れ
を
除
い
た
エ
リ
ア
と
い

え
よ
う
か
。「
御
次
」
は
後
掲
【
図
】
に
よ
れ
ば
、
藩
主
の
「
御
座

之
間
」
の
西
隣
に
あ
る
座
敷
で
あ
る
。 

こ
の
御
次
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
明
和
八
年
二
月
朔
日
、「
記
録

所
詰
之
面
々
同
断
出
仕
、
御
次
え
も
罷
出
候
事
」
と
の
記
事
が
あ

る
。「
同
断
」
は
当
日
の
御
祝
儀
を
指
し
、
家
臣
が
館
に
参
上
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
記
録
所
の
人
々
が
御
次
へ
出
仕
し
た
こ
と

が
窺
え
、
記
録
所
に
い
た
人
々
の
そ
の
後
の
行
動
（
こ
こ
で
は
御

次
へ
出
仕
し
た
こ
と
）
ま
で
が
記
録
所
日
記
に
記
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。 

も
っ
と
も
、
記
録
所
詰
の
人
々
が
出
仕
し
た
か
ら
書
か
れ
た
に

過
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
の
で
、
他
例
を
示
す
。
明
和
八
年
二
月
十

三
日
、
浅
見
左
内
が
出
仕
す
る
。
理
由
は
次
男
・
文
孝
が
医
術
稽

古
の
た
め
、
近
く
京
都
へ
派
遣
し
た
い
旨
願
い
出
た
と
こ
ろ
聞
き

届
け
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
お
礼
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
際
「
御
次

え
も
罷
出
候
事
」
と
、
記
録
所
を
出
た
後
、
御
次
へ
向
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。 

た
だ
し
注
意
し
た
い
の
は
、
い
ず
れ
の
例
を
見
て
も
、
館
へ
出

仕
し
た
後
、
御
次
へ
向
か
っ
た
と
あ
る
だ
け
で
、
御
次
で
の
様
子

は
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
御
次
は
記
録
所
の
管
轄

か
ら
外
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、

御
居
間
と
御
次
で
の
出
来
事
は
、
御
居
間
日
記
に
記
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
も
触
れ
る
。 

  
 

 

三 

場
と
し
て
の
記
録
所 

 
 

 
 

（
一
）
儀
礼
の
場
と
し
て
の
記
録
所 

 

記
録
所
と
い
う
場
所
が
、
儀
礼
の
場
に
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ

た
。
明
和
七
年
五
月
二
十
八
日
の
事
例
を
見
て
み
た
い
。 

 

具
体
的
な
内
容
は
不
明
だ
が
、
前
日
の
二
十
七
日
、
「
御
心
祝
」

と
称
し
て
酒
が
下
賜
さ
れ
る
通
知
が
出
た
。
こ
れ
を
受
け
て
当
日
、

（
17
） 
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い
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身
分
な
ど
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
対
応
が
あ
っ
た
。 

 
 

一
、
家
老
嫡
子
・
御
用
人
・
小
幡
織
江 

 
 

 
 

 

吸
物
・
酒
・
肴
を
頂
戴
す
る
。
場
所
は
記
録
所
。
そ

の
後
、
お
礼
と
し
て
御
次
へ
出
仕
し
て
い
る
。 

 
 

二
、
留
守
居
役
桜
井
新
右
衛
門 

 
 

 
 

 

出
さ
れ
た
も
の
は
前
に
同
じ
。
場
所
は
記
録
所
「
二

之
間
」
。
そ
の
後
、
お
礼
と
し
て
御
次
へ
出
仕
す
る
の

も
前
に
同
じ
。 

 
 

三
、
目
付
役
・
両
人
役
・
判
師
・
武
具
方
都
合
役
・
作
事
奉

行
・
祐
筆
・
厩
別
当 

 
 

 
 

 

出
さ
れ
た
も
の
や
、
お
礼
に
御
次
へ
出
仕
し
た
こ
と

は
前
に
同
じ
。
場
所
は
記
録
所
「
三
之
間
」
。 

 
 

四
、
大
番
所
当
番
・
御
門
当
番 

 
 

 
 

 

取
肴
に
て
酒
が
下
賜
。
当
番
筆
頭
ら
が
記
録
所
へ
招

か
れ
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
。
お
礼
は
記
録
所

で
行
わ
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
記
録
所
に
は
「
二
之
間
」「
三
之
間
」
が
存
在
し
、

家
臣
の
ラ
ン
ク
に
よ
っ
て
、
出
向
く
場
を
分
け
て
い
た
。
後
掲
【
図
】

を
見
る
と
、
「
二
之
間
」
「
三
之
間
」
の
表
記
は
な
い
た
め
正
確
な

位
置
を
特
定
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
記
録
所
が
複
数
の
空
間

を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
窺
え
る
。「
典
礼
・
儀
式
そ
の
他
の
公
文
の

往
復
を
掌
る
も
の
」
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
場
と
し
て
の
記
録

所
に
つ
い
て
も
意
識
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
だ
ろ
う
。 

  
 

 
 

（
二
）
指
示
伝
達
の
場
と
し
て
の
記
録
所 

  

儀
礼
以
外
の
場
と
は
別
に
、
指
示
伝
達
の
場
と
し
て
記
録
所
が

使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

明
和
五
年
十
一
月
二
十
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。
明
後
日
に
「
大

島
山
」
方
面
へ
の
御
猟
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
、
富
山
要

人
と
福
間
茂
左
衛
門
が
供
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、「
小
使
」
を

一
人
ず
つ
付
け
る
よ
う
駕
奉
行
に
指
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
時
、
そ
の
指
示
は
記
録
所
に
駕
奉
行
を
招
い
て
行
わ
れ
た
。
富

山
・
福
間
い
ず
れ
も
記
録
所
を
統
轄
す
る
用
人
で
あ
っ
た
の
で
、

駕
奉
行
が
記
録
所
に
呼
び
出
さ
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、

記
録
所
が
こ
う
し
た
場
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

 
こ
の
ほ
か
に
も
、
明
和
四
年
正
月
二
日
、
就
馴
が
大
成
寺
に
仏

詣
で
を
行
う
に
あ
た
り
、
前
日
、
寺
社
奉
行
片
岡
正
右
衛
門
が
記

録
所
に
招
か
れ
、
献
納
品
の
目
録
を
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
目

録
を
判
司
方
が
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
で

（
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） 

10 

 

 

翌
日
、
両
使
者
が
館
を
訪
れ
る
と
、
そ
の
時
の
動
静
は
日
記
に

細
か
く
具
体
的
に
記
さ
れ
る
。
そ
の
時
々
の
応
接
の
場
、
応
対
者
、

移
動
の
経
路
、
差
し
出
さ
れ
た
進
物
の
取
り
扱
い
、
料
理
や
茶
、

煙
草
盆
な
ど
を
供
す
る
場
と
タ
イ
ミ
ン
グ
、
徳
山
側
同
席
者
の
着

座
位
置
な
ど
で
あ
る
。 

 

実
は
、
記
録
所
日
記
で
細
か
な
描
写
が
登
場
す
る
場
は
、
館
の

内
、
藩
主
の
御
居
間
以
外
で
あ
る
。
今
は
御
居
間
を
は
っ
き
り
と

指
し
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
後
掲
【
図
】
が
示
す
「
御
館
」

の
内
、「
御
座
之
間
」
と
「
御
次
」
が
そ
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
つ
ま
り
、
記
録
所
の
管
轄
は
そ
れ
を
除
い
た
エ
リ
ア
と
い

え
よ
う
か
。「
御
次
」
は
後
掲
【
図
】
に
よ
れ
ば
、
藩
主
の
「
御
座

之
間
」
の
西
隣
に
あ
る
座
敷
で
あ
る
。 

こ
の
御
次
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
明
和
八
年
二
月
朔
日
、「
記
録

所
詰
之
面
々
同
断
出
仕
、
御
次
え
も
罷
出
候
事
」
と
の
記
事
が
あ

る
。「
同
断
」
は
当
日
の
御
祝
儀
を
指
し
、
家
臣
が
館
に
参
上
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
記
録
所
の
人
々
が
御
次
へ
出
仕
し
た
こ
と

が
窺
え
、
記
録
所
に
い
た
人
々
の
そ
の
後
の
行
動
（
こ
こ
で
は
御

次
へ
出
仕
し
た
こ
と
）
ま
で
が
記
録
所
日
記
に
記
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。 

も
っ
と
も
、
記
録
所
詰
の
人
々
が
出
仕
し
た
か
ら
書
か
れ
た
に

過
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
の
で
、
他
例
を
示
す
。
明
和
八
年
二
月
十

三
日
、
浅
見
左
内
が
出
仕
す
る
。
理
由
は
次
男
・
文
孝
が
医
術
稽

古
の
た
め
、
近
く
京
都
へ
派
遣
し
た
い
旨
願
い
出
た
と
こ
ろ
聞
き

届
け
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
お
礼
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
際
「
御
次

え
も
罷
出
候
事
」
と
、
記
録
所
を
出
た
後
、
御
次
へ
向
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。 

た
だ
し
注
意
し
た
い
の
は
、
い
ず
れ
の
例
を
見
て
も
、
館
へ
出

仕
し
た
後
、
御
次
へ
向
か
っ
た
と
あ
る
だ
け
で
、
御
次
で
の
様
子

は
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
御
次
は
記
録
所
の
管
轄

か
ら
外
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、

御
居
間
と
御
次
で
の
出
来
事
は
、
御
居
間
日
記
に
記
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
も
触
れ
る
。 

  
 

 

三 

場
と
し
て
の
記
録
所 

 
 

 
 

（
一
）
儀
礼
の
場
と
し
て
の
記
録
所 

 

記
録
所
と
い
う
場
所
が
、
儀
礼
の
場
に
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ

た
。
明
和
七
年
五
月
二
十
八
日
の
事
例
を
見
て
み
た
い
。 

 

具
体
的
な
内
容
は
不
明
だ
が
、
前
日
の
二
十
七
日
、
「
御
心
祝
」

と
称
し
て
酒
が
下
賜
さ
れ
る
通
知
が
出
た
。
こ
れ
を
受
け
て
当
日
、

（
17
） 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

一
一
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て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 

御
居
間
日
記
の
明
和
五
年
六
月
七
日
条
に
、
重
就
が
無
事
に
萩

城
へ
帰
着
し
た
こ
と
を
賀
す
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
熊
谷
清
左

衛
門
が
、
こ
の
日
徳
山
に
戻
っ
た
旨
記
録
所
か
ら
就
馴
に
報
告
が

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
萩
で
の
対
応
が
先
例
と
相
違
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
そ
の
こ
と
は
「
委
細
之
儀
ハ
御
表
日
記
ニ
有
之
、

爰
略
」
と
記
さ
れ
る
。
同
日
の
記
録
所
日
記
に
は
、
熊
谷
に
対
す

る
萩
で
の
応
接
の
様
子
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
御
表
日
記
」
と
い
う
表
記
は
ほ
か
の
部
分
に
も
あ
っ
て
、
御

居
間
日
記
の
明
和
三
年
六
月
十
五
日
条
「
御
表
日
記
委
」
、
同
明
和

七
年
五
月
二
十
一
日
条
「
委
細
ハ
御
表
日
記
有
之
、
爰
ニ
不
記
之
」

な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
ち
の
記
録
所
日
記
を

繙
け
ば
、
略
さ
れ
た
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
御
居
間
日
記
の
い
う
「
御
表
日
記
」
は
記
録
所
日
記
を
指

し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
記
録
所
日
記
と
御
居
間
日
記
が
全
く
関

係
な
い
中
で
記
述
・
作
成
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
後
掲

の
【
図
】
を
参
照
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
日
記
に
記
述
さ
れ
る
場
を
区

切
る
な
ら
ば
、
館
全
体
の
内
、「
御
座
之
間
」
と
そ
の
隣
に
あ
る
御

次
に
つ
い
て
は
御
居
間
日
記
に
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
記
録
所

日
記
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
推

測
の
域
を
出
な
い
が
、
両
者
は
同
一
の
場
所
で
記
述
・
作
成
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
え
て
し
ま
う
。
そ
の
場
所
の
特
定

は
で
き
て
い
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
記
録
所
で
作
成
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
仮
説
を
立
て
て
お
き
た
い
。 

  
 

 
 

 

（
二
）
「
古
案
」 

  

明
和
八
年
一
月
十
七
日
、
披
露
状
へ
の
返
書
を
「
古
案
」
の
通

り
書
く
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
こ
の
古

案
の
う
ち
、
記
録
所
で
古
案
の
と
お
り
返
書
を
し
た
た
め
た
記
事

の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
そ
の
記
録
が
残
る
。
そ
れ
は

徳
山
毛
利
家
文
庫
の
「
御
書
案
文
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
に
分
類
さ

れ
た
記
録
類
で
あ
る
。
目
録
上
で
も
内
容
は
同
系
統
で
も
表
題
の

異
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
時

期
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
「
御
案
文
控
」
の
タ
イ
ト
ル

で
、
藩
主
在
邑
中
の
一
期
間
で
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
小
口
に
は

「
御
書
案
」
と
の
簿
冊
名
と
収
録
期
間
が
記
さ
れ
る
。
な
お
、
原

初
表
紙
ま
た
は
小
口
に
「
記
録
所
」
と
あ
っ
て
、
記
録
所
作
成
・

保
管
の
簿
冊
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。 

（
24
） 

（
25
） 

（
22
） 

（
23
） 

（
21
） 

12 

 

き
上
が
っ
た
目
録
を
渡
す
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

同
年
二
月
十
三
日
条
に
は
、
同
月
十
六
日
に
大
成
寺
な
ど
に
祝
儀

の
料
理
を
下
賜
す
る
旨
を
通
達
す
る
た
め
、
使
者
を
命
じ
ら
れ
た

中
小
性
の
牧
乗
八
が
記
録
所
に
招
か
れ
、
御
意
を
伝
え
ら
れ
て
い

る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
記
録
所
は
単
に
記
録
を
作
成
す
る
組
織
の
場
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
指
示
伝
達
の
場
と
し
て
も
使
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 

 

四 

記
録
所
日
記
と
関
連
記
録 

 
 

 
 

 

（
一
）
記
録
所
日
記
と
御
居
間
日
記 

  

最
後
に
、
記
録
所
日
記
に
現
れ
た
限
り
に
お
い
て
、
関
連
す
る

記
録
類
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。 

 

明
和
六
年
一
月
四
日
、
常
祷
院
が
新
年
の
祝
意
を
伝
え
る
た
め

館
に
出
仕
し
た
。
御
居
間
か
ら
、
お
目
見
え
を
御
居
間
に
お
い
て

行
う
旨
通
達
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
小
書
院
で
常
祷
院
に

申
し
伝
え
、
常
祷
院
を
御
居
間
に
通
し
た
の
で
あ
る
。
常
祷
院
が

御
居
間
で
お
目
見
え
す
る
こ
と
は
「
如
例
」
と
あ
る
の
で
、
先
例

通
り
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
小
書
院
へ
通
さ
れ
た

際
の
常
祷
院
へ
の
応
接
は
、「
御
目
見
已
前
小
書
院
二
ノ
間
ニ
滞
座

也
、
此
所
へ
案
内
寺
社
奉
行
也
、
尤
茶
・
た
は
こ
盆
・
火
鉢
之
類

一
切
不
出
候
事
」
と
詳
細
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
御
居
間
で

の
対
応
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
、「
此
外
御
扱
御
居
間
日
記
ニ
委

シ
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
御
居
間
で
の
こ
と
は
御
居
間
日
記
に

記
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、「
御
居
間
日
記
ニ
委
シ
」
と
あ

る
こ
と
は
、
記
録
所
が
御
居
間
日
記
に
何
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か

を
承
知
し
て
い
な
け
れ
ば
記
せ
な
い
文
言
で
あ
る
。 

他
例
を
示
す
。
明
和
七
年
九
月
五
日
、
萩
藩
か
ら
目
付
で
あ
る

宮
木
八
郎
右
衛
門
が
徳
山
に
来
訪
し
、
こ
の
日
、
就
馴
と
面
会
し

て
い
る
。
館
に
お
け
る
応
接
の
様
子
は
記
録
所
日
記
に
詳
述
さ
れ

る
が
、
場
が
御
居
間
に
移
る
と
、「
於
御
居
間
御
取
扱
之
儀
ハ
御
居

間
日
記
ニ
有
之
間
略
之
」
と
あ
っ
て
、
記
録
所
日
記
で
は
そ
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
日
の
御
居
間
日

記
に
御
居
間
で
の
こ
と
は
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す

べ
き
点
は
、「
御
居
間
日
記
ニ
有
之
間
略
之
」
の
部
分
で
あ
る
。
や

は
り
、
こ
の
日
の
御
居
間
で
の
出
来
事
が
御
居
間
日
記
に
ど
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
か
知
ら
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
文
言
は
現
れ

な
い
だ
ろ
う
。 

一
方
の
御
居
間
日
記
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
見

（
20
） 

（
19
） 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

一
二
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て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 

御
居
間
日
記
の
明
和
五
年
六
月
七
日
条
に
、
重
就
が
無
事
に
萩

城
へ
帰
着
し
た
こ
と
を
賀
す
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
熊
谷
清
左

衛
門
が
、
こ
の
日
徳
山
に
戻
っ
た
旨
記
録
所
か
ら
就
馴
に
報
告
が

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
萩
で
の
対
応
が
先
例
と
相
違
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
そ
の
こ
と
は
「
委
細
之
儀
ハ
御
表
日
記
ニ
有
之
、

爰
略
」
と
記
さ
れ
る
。
同
日
の
記
録
所
日
記
に
は
、
熊
谷
に
対
す

る
萩
で
の
応
接
の
様
子
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
御
表
日
記
」
と
い
う
表
記
は
ほ
か
の
部
分
に
も
あ
っ
て
、
御

居
間
日
記
の
明
和
三
年
六
月
十
五
日
条
「
御
表
日
記
委
」
、
同
明
和

七
年
五
月
二
十
一
日
条
「
委
細
ハ
御
表
日
記
有
之
、
爰
ニ
不
記
之
」

な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
ち
の
記
録
所
日
記
を

繙
け
ば
、
略
さ
れ
た
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
御
居
間
日
記
の
い
う
「
御
表
日
記
」
は
記
録
所
日
記
を
指

し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
記
録
所
日
記
と
御
居
間
日
記
が
全
く
関

係
な
い
中
で
記
述
・
作
成
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
後
掲

の
【
図
】
を
参
照
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
日
記
に
記
述
さ
れ
る
場
を
区

切
る
な
ら
ば
、
館
全
体
の
内
、「
御
座
之
間
」
と
そ
の
隣
に
あ
る
御

次
に
つ
い
て
は
御
居
間
日
記
に
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
記
録
所

日
記
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
推

測
の
域
を
出
な
い
が
、
両
者
は
同
一
の
場
所
で
記
述
・
作
成
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
え
て
し
ま
う
。
そ
の
場
所
の
特
定

は
で
き
て
い
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
記
録
所
で
作
成
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
仮
説
を
立
て
て
お
き
た
い
。 

  
 

 
 

 

（
二
）
「
古
案
」 

  

明
和
八
年
一
月
十
七
日
、
披
露
状
へ
の
返
書
を
「
古
案
」
の
通

り
書
く
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
こ
の
古

案
の
う
ち
、
記
録
所
で
古
案
の
と
お
り
返
書
を
し
た
た
め
た
記
事

の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
そ
の
記
録
が
残
る
。
そ
れ
は

徳
山
毛
利
家
文
庫
の
「
御
書
案
文
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
に
分
類
さ

れ
た
記
録
類
で
あ
る
。
目
録
上
で
も
内
容
は
同
系
統
で
も
表
題
の

異
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
時

期
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
「
御
案
文
控
」
の
タ
イ
ト
ル

で
、
藩
主
在
邑
中
の
一
期
間
で
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
小
口
に
は

「
御
書
案
」
と
の
簿
冊
名
と
収
録
期
間
が
記
さ
れ
る
。
な
お
、
原

初
表
紙
ま
た
は
小
口
に
「
記
録
所
」
と
あ
っ
て
、
記
録
所
作
成
・

保
管
の
簿
冊
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。 

（
24
） 

（
25
） 

（
22
） 

（
23
） 

（
21
） 

12 

 

き
上
が
っ
た
目
録
を
渡
す
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

同
年
二
月
十
三
日
条
に
は
、
同
月
十
六
日
に
大
成
寺
な
ど
に
祝
儀

の
料
理
を
下
賜
す
る
旨
を
通
達
す
る
た
め
、
使
者
を
命
じ
ら
れ
た

中
小
性
の
牧
乗
八
が
記
録
所
に
招
か
れ
、
御
意
を
伝
え
ら
れ
て
い

る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
記
録
所
は
単
に
記
録
を
作
成
す
る
組
織
の
場
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
指
示
伝
達
の
場
と
し
て
も
使
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 

 

四 

記
録
所
日
記
と
関
連
記
録 

 
 

 
 

 

（
一
）
記
録
所
日
記
と
御
居
間
日
記 

  

最
後
に
、
記
録
所
日
記
に
現
れ
た
限
り
に
お
い
て
、
関
連
す
る

記
録
類
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。 

 

明
和
六
年
一
月
四
日
、
常
祷
院
が
新
年
の
祝
意
を
伝
え
る
た
め

館
に
出
仕
し
た
。
御
居
間
か
ら
、
お
目
見
え
を
御
居
間
に
お
い
て

行
う
旨
通
達
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
小
書
院
で
常
祷
院
に

申
し
伝
え
、
常
祷
院
を
御
居
間
に
通
し
た
の
で
あ
る
。
常
祷
院
が

御
居
間
で
お
目
見
え
す
る
こ
と
は
「
如
例
」
と
あ
る
の
で
、
先
例

通
り
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
小
書
院
へ
通
さ
れ
た

際
の
常
祷
院
へ
の
応
接
は
、「
御
目
見
已
前
小
書
院
二
ノ
間
ニ
滞
座

也
、
此
所
へ
案
内
寺
社
奉
行
也
、
尤
茶
・
た
は
こ
盆
・
火
鉢
之
類

一
切
不
出
候
事
」
と
詳
細
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
御
居
間
で

の
対
応
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
、「
此
外
御
扱
御
居
間
日
記
ニ
委

シ
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
御
居
間
で
の
こ
と
は
御
居
間
日
記
に

記
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、「
御
居
間
日
記
ニ
委
シ
」
と
あ

る
こ
と
は
、
記
録
所
が
御
居
間
日
記
に
何
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か

を
承
知
し
て
い
な
け
れ
ば
記
せ
な
い
文
言
で
あ
る
。 

他
例
を
示
す
。
明
和
七
年
九
月
五
日
、
萩
藩
か
ら
目
付
で
あ
る

宮
木
八
郎
右
衛
門
が
徳
山
に
来
訪
し
、
こ
の
日
、
就
馴
と
面
会
し

て
い
る
。
館
に
お
け
る
応
接
の
様
子
は
記
録
所
日
記
に
詳
述
さ
れ

る
が
、
場
が
御
居
間
に
移
る
と
、「
於
御
居
間
御
取
扱
之
儀
ハ
御
居

間
日
記
ニ
有
之
間
略
之
」
と
あ
っ
て
、
記
録
所
日
記
で
は
そ
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
日
の
御
居
間
日

記
に
御
居
間
で
の
こ
と
は
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す

べ
き
点
は
、「
御
居
間
日
記
ニ
有
之
間
略
之
」
の
部
分
で
あ
る
。
や

は
り
、
こ
の
日
の
御
居
間
で
の
出
来
事
が
御
居
間
日
記
に
ど
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
か
知
ら
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
文
言
は
現
れ

な
い
だ
ろ
う
。 

一
方
の
御
居
間
日
記
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
見

（
20
） 

（
19
） 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

一
三
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が
終
了
し
た
こ
と
へ
の
祝
意
を
伝
え
る
た
め
、
就
馴
の
書
状
を
飛

脚
に
持
た
せ
た
と
の
記
事
だ
が
、
事
情
に
つ
い
て
は
「
仕
出
控
ニ

委
し
」
と
あ
る
。 

 

徳
山
毛
利
家
文
庫
に
は
「
諸
所
仕
出
控
」
の
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
、

今
挙
げ
た
事
例
に
つ
い
て
も
、
記
録
所
日
記
の
表
記
通
り
詳
細
な

記
述
が
あ
る
。
特
に
今
回
は
、
事
情
は
不
明
な
が
ら
萩
か
ら
の
連

絡
が
な
い
中
で
、
遅
く
な
っ
て
の
祝
意
表
明
を
避
け
る
と
い
う
判

断
に
基
づ
き
、
萩
か
ら
の
連
絡
を
待
た
ず
書
状
を
送
る
と
い
う
状

況
下
に
あ
っ
て
、「
仕
出
帳
」
に
は
そ
の
経
緯
と
、
先
例
（
こ
こ
で

は
宝
暦
十
二
年
・
明
和
三
年
・
明
和
五
年
の
事
例
）
を
記
し
て
い

る
。 こ

の
よ
う
に
、
「
諸
所
仕
出
控
」
は
「
『
仕
出
』
の
主
体
か
ら
云

え
ば
『
記
録
所
仕
出
控
』
」
で
、
「
大
別
し
て
『
江
戸
京
大
坂
萩
仕

出
控
』
と
い
う
よ
う
な
国
元
記
録
所
の
も
の
」
が
あ
る
も
の
の
、

よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
江
戸
や
京
、
大
坂
、
萩
と
い
っ
た
各
地

に
徳
山
か
ら
「
仕
出
」
を
行
う
際
、
記
録
所
か
ら
当
役
方
に
「
仕

出
」
の
依
頼
を
行
っ
た
際
の
記
録
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
う

ち
、
江
戸
や
京
、
大
坂
へ
の
「
仕
出
」
に
つ
い
て
は
、
数
日
前
に

当
役
方
か
ら
記
録
所
へ
通
知
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
藩
主
書

状
な
ど
が
作
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
記
録
所
を
介
し
て
当
役
方

に
送
ら
れ
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
、
そ
の
際
に
は
記
録
所

を
所
管
す
る
用
人
か
ら
当
役
に
対
し
、
藩
主
の
指
令
で
あ
る
こ
と

を
示
す
文
言
が
付
さ
れ
る
。
例
え
ば
、「
右
之
通
富
山
要
人
方
へ
可

被
申
遣
御
意
御
座
候
」
の
ご
と
く
で
あ
る
。 

今
回
、
分
析
対
象
と
し
た
記
録
所
日
記
か
ら
、
他
の
記
録
と
の

関
わ
り
が
窺
え
た
三
種
類
の
記
録
に
つ
い
て
略
述
し
た
。
記
録
所

と
関
係
の
あ
る
記
録
は
ほ
か
に
も
あ
る
は
ず
で
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
他
日
を
期
し
た
い
。 

 
 

お
わ
り
に 

  

本
稿
で
検
討
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。 

 

明
和
期
、
藩
主
在
邑
（
在
徳
山
）
中
の
徳
山
の
記
録
所
日
記
を

通
し
て
、
記
録
所
の
活
動
を
追
っ
て
み
た
。
そ
こ
か
ら
ま
ず
窺
え

た
の
は
、
典
礼
な
ど
に
精
通
す
る
必
要
か
ら
記
録
を
作
成
す
る
記

録
者
、
あ
る
い
は
文
書
（
情
報
）
の
保
管
者
と
い
う
面
で
あ
っ
た
。

記
録
所
の
日
々
の
活
動
を
記
す
記
録
所
日
記
を
軸
に
、「
御
案
文
控
」

や
「
仕
出
帳
」
を
作
成
、
記
録
の
ル
ー
ル
に
沿
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
事
象
を
細
か
に
記
し
て
い
た
。
ま
た
、
記
録
所
の
内
部
組
織

は
未
だ
解
明
で
き
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
一
組
織
で
あ
ろ

（
32
） 

（
31
） 

（
30
） 

14 

 

 
さ
て
、「
御
案
文
控
」
の
記
述
内
容
を
示
し
て
お
こ
う
。
前
出
明

和
七
年
一
月
十
七
日
の
返
書
は
、
宍
戸
河
内
と
福
間
舎
人
宛
の
も

の
で
あ
っ
た
。
宍
戸
宛
に
つ
い
て
見
れ
ば
、 

 
 

 

為
年
頭
之
御
嘉
儀
家
来
処
迄
御
状
、
殊
樽
代
被
懸
芳
意
欣

然
之
至
存
候
、
為
御
礼
若
此
候
、
恐
々
謹
言
、 

 
 

 
 

正
月
十
日 

 
 

 
 

 

毛
利
勇
之
進
殿 

 
 

 
 

 

毛
利
伊
豆
殿 
正
月
十
二
日 

 
 

 
 

 

宍
戸
河
内
殿 

正
月
十
七
日 

と
あ
る
。
一
月
十
日
に
毛
利
勇
之
進
宛
の
返
書
を
作
り
、
こ
れ
と

同
文
の
も
の
を
十
二
日
に
毛
利
伊
豆
宛
、
十
七
日
に
宍
戸
宛
に
作

成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

一
方
で
、
同
年
閏
六
月
四
日
、
萩
藩
主
毛
利
重
就
へ
土
用
の
見

舞
状
を
送
る
に
あ
た
り
、
判
司
方
へ
書
状
を
作
ら
せ
、
確
認
の
た

め
藩
主
の
高
覧
に
入
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
御
案
文

控
」
に
は
、「
一
、
大
膳
様
へ
暑
中
御
見
廻
之
御
直
達
之
御
状
・
御

案
文
等
、
委
細
之
儀
は
御
本
家
様
向
御
書
控
ニ
有
之
」
と
あ
っ
て
、

本
家
宛
文
書
に
つ
い
て
は
別
冊
が
存
在
す
る
こ
と
が
窺
え
る
。
実

際
、「
御
本
家
様
え
御
直
達
御
書
書
抜
」
と
の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
簿

冊
が
あ
り
、「
明
和
七
寅
閏
六
月
五
日
左
之
通
」
に
続
け
て
、
萩
藩

当
役
の
梨
羽
頼
母
に
宛
て
た
見
舞
状
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
「
端
書
」
も
あ
っ
て
、
記
録
所
日
記
の
記
述
と
合
致
し
て
い

る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
現
在
「
御
書
案
文
」
と
の
シ
リ
ー
ズ
に
分
類
さ

れ
た
記
録
類
は
、
記
録
所
日
記
上
で
は
「
古
案
」
と
表
記
さ
れ
、

「
文
例
集
」
的
な
役
割
を
担
っ
て
記
録
所
に
保
存
さ
れ
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
三
）
仕
出
帳 

  

明
和
八
年
正
月
八
日
条
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
（
傍

線
筆
者
）
。 

一
、
大
膳
様
御
参
勤
御
時
節
御
伺
被
相
済
候 

 
 

 

御
歓
例
之
通
御
飛
札
被
進
候
故
、
明
日 

 
 

 

飛
脚
を
以
可
差
越
通
当
役
方
へ
申
遣
、 

 
 

 

御
書
箱
遣
候
事
、 

 
 

 
 

但
、
未
萩
よ
り
御
知
せ
無
之
儀
故
、
少
々
右
之
趣 

 
 

 
 

 

萩
詰
相
大
野
兵
左
衛
門
方
へ
申
遣
候
様
ニ
と 

 
 

 
 

 
当
役
方
へ
申
遣
候
、
尤
仕
出
控
ニ
委
し
、 

 

萩
藩
主
毛
利
重
就
が
江
戸
へ
の
参
勤
期
日
を
幕
府
に
伺
う
一
件

（
29
） 

（
28
） 

（
27
） 

（
26
） 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

一
四
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が
終
了
し
た
こ
と
へ
の
祝
意
を
伝
え
る
た
め
、
就
馴
の
書
状
を
飛

脚
に
持
た
せ
た
と
の
記
事
だ
が
、
事
情
に
つ
い
て
は
「
仕
出
控
ニ

委
し
」
と
あ
る
。 

 

徳
山
毛
利
家
文
庫
に
は
「
諸
所
仕
出
控
」
の
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
、

今
挙
げ
た
事
例
に
つ
い
て
も
、
記
録
所
日
記
の
表
記
通
り
詳
細
な

記
述
が
あ
る
。
特
に
今
回
は
、
事
情
は
不
明
な
が
ら
萩
か
ら
の
連

絡
が
な
い
中
で
、
遅
く
な
っ
て
の
祝
意
表
明
を
避
け
る
と
い
う
判

断
に
基
づ
き
、
萩
か
ら
の
連
絡
を
待
た
ず
書
状
を
送
る
と
い
う
状

況
下
に
あ
っ
て
、「
仕
出
帳
」
に
は
そ
の
経
緯
と
、
先
例
（
こ
こ
で

は
宝
暦
十
二
年
・
明
和
三
年
・
明
和
五
年
の
事
例
）
を
記
し
て
い

る
。 こ

の
よ
う
に
、
「
諸
所
仕
出
控
」
は
「
『
仕
出
』
の
主
体
か
ら
云

え
ば
『
記
録
所
仕
出
控
』
」
で
、
「
大
別
し
て
『
江
戸
京
大
坂
萩
仕

出
控
』
と
い
う
よ
う
な
国
元
記
録
所
の
も
の
」
が
あ
る
も
の
の
、

よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
江
戸
や
京
、
大
坂
、
萩
と
い
っ
た
各
地

に
徳
山
か
ら
「
仕
出
」
を
行
う
際
、
記
録
所
か
ら
当
役
方
に
「
仕

出
」
の
依
頼
を
行
っ
た
際
の
記
録
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
う

ち
、
江
戸
や
京
、
大
坂
へ
の
「
仕
出
」
に
つ
い
て
は
、
数
日
前
に

当
役
方
か
ら
記
録
所
へ
通
知
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
藩
主
書

状
な
ど
が
作
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
記
録
所
を
介
し
て
当
役
方

に
送
ら
れ
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
、
そ
の
際
に
は
記
録
所

を
所
管
す
る
用
人
か
ら
当
役
に
対
し
、
藩
主
の
指
令
で
あ
る
こ
と

を
示
す
文
言
が
付
さ
れ
る
。
例
え
ば
、「
右
之
通
富
山
要
人
方
へ
可

被
申
遣
御
意
御
座
候
」
の
ご
と
く
で
あ
る
。 

今
回
、
分
析
対
象
と
し
た
記
録
所
日
記
か
ら
、
他
の
記
録
と
の

関
わ
り
が
窺
え
た
三
種
類
の
記
録
に
つ
い
て
略
述
し
た
。
記
録
所

と
関
係
の
あ
る
記
録
は
ほ
か
に
も
あ
る
は
ず
で
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
他
日
を
期
し
た
い
。 

 
 

お
わ
り
に 

  

本
稿
で
検
討
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。 

 

明
和
期
、
藩
主
在
邑
（
在
徳
山
）
中
の
徳
山
の
記
録
所
日
記
を

通
し
て
、
記
録
所
の
活
動
を
追
っ
て
み
た
。
そ
こ
か
ら
ま
ず
窺
え

た
の
は
、
典
礼
な
ど
に
精
通
す
る
必
要
か
ら
記
録
を
作
成
す
る
記

録
者
、
あ
る
い
は
文
書
（
情
報
）
の
保
管
者
と
い
う
面
で
あ
っ
た
。

記
録
所
の
日
々
の
活
動
を
記
す
記
録
所
日
記
を
軸
に
、「
御
案
文
控
」

や
「
仕
出
帳
」
を
作
成
、
記
録
の
ル
ー
ル
に
沿
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
事
象
を
細
か
に
記
し
て
い
た
。
ま
た
、
記
録
所
の
内
部
組
織

は
未
だ
解
明
で
き
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
一
組
織
で
あ
ろ

（
32
） 

（
31
） 

（
30
） 

14 

 

 

さ
て
、「
御
案
文
控
」
の
記
述
内
容
を
示
し
て
お
こ
う
。
前
出
明

和
七
年
一
月
十
七
日
の
返
書
は
、
宍
戸
河
内
と
福
間
舎
人
宛
の
も

の
で
あ
っ
た
。
宍
戸
宛
に
つ
い
て
見
れ
ば
、 

 
 

 

為
年
頭
之
御
嘉
儀
家
来
処
迄
御
状
、
殊
樽
代
被
懸
芳
意
欣

然
之
至
存
候
、
為
御
礼
若
此
候
、
恐
々
謹
言
、 

 
 

 
 

正
月
十
日 

 
 

 
 

 

毛
利
勇
之
進
殿 

 
 

 
 

 

毛
利
伊
豆
殿 

正
月
十
二
日 

 
 

 
 

 

宍
戸
河
内
殿 

正
月
十
七
日 

と
あ
る
。
一
月
十
日
に
毛
利
勇
之
進
宛
の
返
書
を
作
り
、
こ
れ
と

同
文
の
も
の
を
十
二
日
に
毛
利
伊
豆
宛
、
十
七
日
に
宍
戸
宛
に
作

成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

一
方
で
、
同
年
閏
六
月
四
日
、
萩
藩
主
毛
利
重
就
へ
土
用
の
見

舞
状
を
送
る
に
あ
た
り
、
判
司
方
へ
書
状
を
作
ら
せ
、
確
認
の
た

め
藩
主
の
高
覧
に
入
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
御
案
文

控
」
に
は
、「
一
、
大
膳
様
へ
暑
中
御
見
廻
之
御
直
達
之
御
状
・
御

案
文
等
、
委
細
之
儀
は
御
本
家
様
向
御
書
控
ニ
有
之
」
と
あ
っ
て
、

本
家
宛
文
書
に
つ
い
て
は
別
冊
が
存
在
す
る
こ
と
が
窺
え
る
。
実

際
、「
御
本
家
様
え
御
直
達
御
書
書
抜
」
と
の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
簿

冊
が
あ
り
、「
明
和
七
寅
閏
六
月
五
日
左
之
通
」
に
続
け
て
、
萩
藩

当
役
の
梨
羽
頼
母
に
宛
て
た
見
舞
状
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
「
端
書
」
も
あ
っ
て
、
記
録
所
日
記
の
記
述
と
合
致
し
て
い

る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
現
在
「
御
書
案
文
」
と
の
シ
リ
ー
ズ
に
分
類
さ

れ
た
記
録
類
は
、
記
録
所
日
記
上
で
は
「
古
案
」
と
表
記
さ
れ
、

「
文
例
集
」
的
な
役
割
を
担
っ
て
記
録
所
に
保
存
さ
れ
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
三
）
仕
出
帳 

  

明
和
八
年
正
月
八
日
条
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
（
傍

線
筆
者
）
。 

一
、
大
膳
様
御
参
勤
御
時
節
御
伺
被
相
済
候 

 
 

 

御
歓
例
之
通
御
飛
札
被
進
候
故
、
明
日 

 
 

 

飛
脚
を
以
可
差
越
通
当
役
方
へ
申
遣
、 

 
 

 

御
書
箱
遣
候
事
、 

 
 

 
 

但
、
未
萩
よ
り
御
知
せ
無
之
儀
故
、
少
々
右
之
趣 

 
 

 
 

 

萩
詰
相
大
野
兵
左
衛
門
方
へ
申
遣
候
様
ニ
と 

 
 

 
 

 

当
役
方
へ
申
遣
候
、
尤
仕
出
控
ニ
委
し
、 

 

萩
藩
主
毛
利
重
就
が
江
戸
へ
の
参
勤
期
日
を
幕
府
に
伺
う
一
件

（
29
） 

（
28
） 

（
27
） 

（
26
） 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

一
五
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（
４
）
前
掲
註
（
１
）
で
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
七
）
に
隠
退
と
あ
る
。 

（
５
）
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
当
館
蔵
毛
利
家
文
庫
二
四
末
家
七
四
「
就

御
内
用
徳
山
エ
宮
木
八
郎
右
衛
門
一
同
ニ
被
差
越
候
一
件
」
、
同
七
五

「
就
御
内
用
宮
木
八
郎
右
衛
門
・
福
間
舎
人
徳
山
エ
被
差
越
候
一
件

日
帳
」
に
詳
し
い
。
別
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
。 

（
６
）
以
下
に
お
い
て
、
特
に
出
典
を
断
っ
て
い
な
い
資
料
は
記
録
所
日

記
で
、
請
求
番
号
は
後
掲
【
表
】
に
よ
る
こ
と
と
し
、
資
料
か
ら
の

引
用
を
除
き
、
煩
雑
に
な
る
の
で
そ
の
都
度
記
述
の
根
拠
と
な
る
記

録
所
日
記
の
請
求
番
号
な
ど
は
註
で
断
り
を
入
れ
な
い
。 

（
７
）
前
掲
註
（
１
）
。 

（
８
）
前
掲
註
（
１
）
。 

（
９
）
こ
の
時
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
諸
所
仕
出
控 

明
和
七
年
～
八
年
」

（
徳
山
毛
利
家
文
庫
「
諸
所
仕
出
控
」
四
一
）
に
詳
し
い
。
な
お
、

判
紙
は
三
枚
出
し
た
こ
と
が
見
え
、
使
用
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
速

や
か
に
返
却
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。 

（
10
）「
記
録
所
日
記
」
明
和
八
年
一
月
十
一
日
条
。
な
お
、
徳
山
毛
利
家

文
庫
「
御
蔵
本
日
記
」
五
〇
九
の
明
和
八
年
一
月
十
日
条
に
は
、
こ

れ
ら
が
大
坂
を
経
由
し
て
到
着
し
た
記
事
が
あ
る
。
そ
し
て
翌
日
、

到
着
し
た
品
々
を
下
松
へ
も
送
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。 

（
11
）
「
御
居
間
日
記
」
明
和
八
年
一
月
十
一
日
条
（
徳
山
毛
利
家
文
庫

「
御
居
間
日
記
」
二
五
九
）
。 

（
12
）
毛
利
秀
之
助
就
盈
は
徳
山
藩
五
代
藩
主
毛
利
広
豊
の
男
子
で
、
厚

狭
毛
利
家
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。
就
馴
の
兄
に
あ
た
る
。 

（
13
）
例
え
ば
、
明
和
七
年
七
月
十
七
日
条
に
、「
毛
利
讃
岐
守
様
へ 

御

自
筆
之 

御
書
壱
通
被
進
候
付
、
於
記
録
所
文
箱
入
油
紙
包
ニ
シ
テ
、

明
朝
出
足
之
飛
脚
を
以
清
末
差
越
候
様
当
役
方
へ
為
持
差
越
候
事
」

と
あ
る
。 

（
14
）
代
参
時
に
名
代
者
に
付
き
添
う
付
人
や
持
参
す
る
香
典
類
の
準
備

は
、
記
録
所
か
ら
御
蔵
本
両
人
役
に
依
頼
さ
れ
て
い
る
。 

（
15
）
「
大
番
所
当
番
」
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
指
名
さ
れ
た
と
の
記
述

も
あ
る
。 

（
16
）
現
在
所
属
す
る
番
か
ら
完
全
に
抜
け
る
、
あ
る
い
は
勤
務
場
所
が

変
更
に
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
、「
掛
札
」
は
取
り
除
か
れ
る
。
例
え

ば
、
明
和
八
年
二
月
二
十
三
日
、
箱
島
藤
吾
が
「
御
新
宅
御
番
入
」

の
た
め
、「
御
館
御
番
除
」
と
な
っ
た
際
、「
掛
札
引
せ
候
」
と
あ
る
。 

（
17
）
徳
山
毛
利
家
文
庫
「
絵
図
」
六
九
「
徳
山
御
館
之
図
」
。 

（
18
）
前
掲
註
（
１
）
。 

（
19
）
こ
の
時
に
は
御
意
が
記
録
所
で
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
今
度
就

入
部
来
ル
十
六
日
祝
義
之
料
理
申
付
候
、
八
時
可
有
御
出
仕
候
」
と
、

御
意
の
内
容
ま
で
詳
述
し
て
い
る
。 

（
20
）
御
居
間
日
記
の
全
体
は
前
掲
註
（
２
）
を
参
照
。 

（
21
）
「
御
居
間
日
記
」
二
四
三
。 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

一
六
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（
４
）
前
掲
註
（
１
）
で
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
七
）
に
隠
退
と
あ
る
。 

（
５
）
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
当
館
蔵
毛
利
家
文
庫
二
四
末
家
七
四
「
就

御
内
用
徳
山
エ
宮
木
八
郎
右
衛
門
一
同
ニ
被
差
越
候
一
件
」
、
同
七
五

「
就
御
内
用
宮
木
八
郎
右
衛
門
・
福
間
舎
人
徳
山
エ
被
差
越
候
一
件

日
帳
」
に
詳
し
い
。
別
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
。 

（
６
）
以
下
に
お
い
て
、
特
に
出
典
を
断
っ
て
い
な
い
資
料
は
記
録
所
日

記
で
、
請
求
番
号
は
後
掲
【
表
】
に
よ
る
こ
と
と
し
、
資
料
か
ら
の

引
用
を
除
き
、
煩
雑
に
な
る
の
で
そ
の
都
度
記
述
の
根
拠
と
な
る
記

録
所
日
記
の
請
求
番
号
な
ど
は
註
で
断
り
を
入
れ
な
い
。 

（
７
）
前
掲
註
（
１
）
。 

（
８
）
前
掲
註
（
１
）
。 

（
９
）
こ
の
時
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
諸
所
仕
出
控 

明
和
七
年
～
八
年
」

（
徳
山
毛
利
家
文
庫
「
諸
所
仕
出
控
」
四
一
）
に
詳
し
い
。
な
お
、

判
紙
は
三
枚
出
し
た
こ
と
が
見
え
、
使
用
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
速

や
か
に
返
却
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。 

（
10
）「
記
録
所
日
記
」
明
和
八
年
一
月
十
一
日
条
。
な
お
、
徳
山
毛
利
家

文
庫
「
御
蔵
本
日
記
」
五
〇
九
の
明
和
八
年
一
月
十
日
条
に
は
、
こ

れ
ら
が
大
坂
を
経
由
し
て
到
着
し
た
記
事
が
あ
る
。
そ
し
て
翌
日
、

到
着
し
た
品
々
を
下
松
へ
も
送
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。 

（
11
）
「
御
居
間
日
記
」
明
和
八
年
一
月
十
一
日
条
（
徳
山
毛
利
家
文
庫

「
御
居
間
日
記
」
二
五
九
）
。 

（
12
）
毛
利
秀
之
助
就
盈
は
徳
山
藩
五
代
藩
主
毛
利
広
豊
の
男
子
で
、
厚

狭
毛
利
家
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。
就
馴
の
兄
に
あ
た
る
。 

（
13
）
例
え
ば
、
明
和
七
年
七
月
十
七
日
条
に
、「
毛
利
讃
岐
守
様
へ 

御

自
筆
之 

御
書
壱
通
被
進
候
付
、
於
記
録
所
文
箱
入
油
紙
包
ニ
シ
テ
、

明
朝
出
足
之
飛
脚
を
以
清
末
差
越
候
様
当
役
方
へ
為
持
差
越
候
事
」

と
あ
る
。 

（
14
）
代
参
時
に
名
代
者
に
付
き
添
う
付
人
や
持
参
す
る
香
典
類
の
準
備

は
、
記
録
所
か
ら
御
蔵
本
両
人
役
に
依
頼
さ
れ
て
い
る
。 

（
15
）
「
大
番
所
当
番
」
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
指
名
さ
れ
た
と
の
記
述

も
あ
る
。 

（
16
）
現
在
所
属
す
る
番
か
ら
完
全
に
抜
け
る
、
あ
る
い
は
勤
務
場
所
が

変
更
に
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
、「
掛
札
」
は
取
り
除
か
れ
る
。
例
え

ば
、
明
和
八
年
二
月
二
十
三
日
、
箱
島
藤
吾
が
「
御
新
宅
御
番
入
」

の
た
め
、「
御
館
御
番
除
」
と
な
っ
た
際
、「
掛
札
引
せ
候
」
と
あ
る
。 

（
17
）
徳
山
毛
利
家
文
庫
「
絵
図
」
六
九
「
徳
山
御
館
之
図
」
。 

（
18
）
前
掲
註
（
１
）
。 

（
19
）
こ
の
時
に
は
御
意
が
記
録
所
で
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
今
度
就

入
部
来
ル
十
六
日
祝
義
之
料
理
申
付
候
、
八
時
可
有
御
出
仕
候
」
と
、

御
意
の
内
容
ま
で
詳
述
し
て
い
る
。 

（
20
）
御
居
間
日
記
の
全
体
は
前
掲
註
（
２
）
を
参
照
。 

（
21
）
「
御
居
間
日
記
」
二
四
三
。 

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

一
七
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小小
書書
院院  

【図】毛利家文庫「絵図」69 徳山御館之図 

記記
録録
所所  

御御
座座
之之
間間  

御御
次次  

大大
番番
所所  

御御
門門  

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

一
八
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小小
書書
院院  

【図】毛利家文庫「絵図」69 徳山御館之図 

記記
録録
所所  

御御
座座
之之
間間  

御御
次次  

大大
番番
所所  

御御
門門  

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

一
九



は
じ
め
に

小
稿
は
、
萩
藩
家
臣
団
の
基
本
台
帳
で
あ
る
分
限
帳
・
無
給
帳
に
つ
い

て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
と
お
り
、
当
館
に
は
萩
藩
に
か
か
る
文
書
・
記
録
類
が
大
量
に

伝
来
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
毛
利
家
文
庫
」
「
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
」

の
文
書
群
は
、
萩
藩
の
各
職
座
で
作
成
・
保
存
・
管
理
さ
れ
て
き
た
も
の

で
、
萩
藩
研
究
の
素
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

分
限
帳
・
無
給
帳
に
つ
い
て
は
、
藩
政
初
期
か
ら
明
治
初
年
ま
で
の
写

あ
る
い
は
原
本
が
伝
来
す
る
。
分
限
帳
に
は
知
行
持
ち
の
家
臣
が
、
無
給

帳
に
は
扶
持
方
の
家
臣
が
登
載
さ
れ
、
二
つ
の
帳
簿
を
見
れ
ば
、
萩
藩
の

軍
事
編
成
（
組
編
成
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
に
属
す
家
臣
の
名
前
と
そ
の

禄
高
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
１
）

。
以
下
、
分
限
帳
と
無
給
帳
を
一
括
し

て
い
う
と
き
は
、
給
禄
帳
と
記
す
。

藩
政
史
研
究
や
自
治
体
史
等
で
は
、
給
禄
帳
を
集
計
し
て
家
臣
団
構
成

（
編
成
）
と
い
っ
た
表
題
の
表
が
作
成
さ
れ
、
藩
の
概
要
を
知
る
た
め
の

基
本
史
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
（
２
）

。

給
禄
帳
は
そ
の
よ
う
な
利
用
は
さ
れ
る
が
、
給
禄
帳
そ
の
も
の
に
関
す

る
史
料
学
的
な
研
究
は
あ
ま
り
進
め
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
小
稿
で
は
、
多
数
伝
来
す
る
分
限
帳
や
関
連
の
記
録
類
か
ら
、
そ

の
作
成
や
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一

藩
政
前
中
期
の
給
禄
帳
と
遠
近
方

萩
藩
の
給
禄
帳
は
、
一
部
を
除
い
て
毛
利
家
文
庫
「
給
禄
」
に
分
類
さ

れ
て
い
る
（
３
）

。
そ
の
大
多
数
は
写
で
、
竪
冊
の
も
の
が
多
い
。
天
保
以

降
の
も
の
の
な
か
に
横
長
帳
（
御
根
帳
）
が
数
点
、
二
代
藩
主
毛
利
綱
広

時
代
の
折
本
形
式
の
も
の
も
伝
来
し
て
い
る
。
ま
た
「
御
前
分
限
帳
」
の

名
称
で
整
理
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠
近
方

河
本

福
美
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御御
次次  

  
  
  

  

長長
九九 

記記
録録
所所  

同同  

  

八八  
  
  

十十
六六  

「御
座
之
間
」「御
次
」周
辺
部
拡
大 

御御
座座
之之
間間  

同同  

  

十十
一一  

  
  

十十
五五  

小小
書書
院院  

  

  

十十
五五  

  

「記
録
所
」周
辺
部
拡
大 

大大
番番
所所  

  

  
  

十十  
  

徳
山
藩
記
録
所
に
つ
い
て
　（
吉
田
）

二
〇


